
 

Instructions for use

Title リスク社会と民事責任（4・完） : フランスHIV感染事件を中心に

Author(s) 今野, 正規

Citation 北大法学論集, 60(5), 194[55]-161[88]

Issue Date 2010-01-29

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/42614

Type bulletin (article)

Note 論説

File Information HLR60-5_003.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


|論説

@罪)(4 

プランス HIV感染率刊を'1'，[ンに

リスク杜舎と民事重量桂

日見
4
1
2
 

正野メ入
7 

次

同 ~G

~í\ 1節清人 間悲斉:丸

第 2節うJ布l対象のZI}iJ

さら 3節 叙述内構成

第 l章 フランス rrrv感染.:11.にし絞害者救出:t:j:支
第 l節 AlllS I.えこVHl¥時染の長礎知J~I'ü ι 政策的丸トLコ

治:2iiiJ III \感染1l~f!斗lこ対するu、|円台{干

第3泌 総flE' rrll浪製剤輸刊に 4 る 111\!~\話会的被害 Jィ;J!;ü4市nラ

ヨjil ~'jj 小指 (以|、 59也 5号j

第可申i フランス民ヲ云i工論h おけ，~) HI¥感抗予1'1ーの告義

あl節 I ft: 凡できと主い内ギI 的土日 ~jl: ;と外来!F凶・間交リスク

rf5 2 i1ii リスク・不恋文性乙 I津市J

さ1¥2.節 ヮタスト"ノノと刻 Lい氏事~tr

前4話j ;j 、}'~'

第:3l~l 子Fノワ 〔草寺点 I立t:e:某づく民事頁7壬

応l節 民事責任における予防 ?了戒) I}j(口;(1)烹.rt

ご存 2i!iJ rF!:i [塾戒) ;.~81jとりスク 0) 、;け人オしf能生

()ソ、 l、以)巻2

1)) I 、6(ヲ右 15j

Fレ

r~_1 、本号)

ι
↑ω

の

色

も

的

る

釈

す

T

1

E

 

月

E

以

小

の

の

刊
M

f

川

主

任
ムけい、

校

長

柄

日

川

氏

尚

粁

Jづ
P

J?町
一

法
事
弘
正
m

H
一山
H
h
 

，1t品、OO¥:J'~94; 132<3 r 5.~ I 



リスク不fjF 少 Ü~手青j' リ。完

第 3節予防(警戒)原則の法解釈的合意

これ主でみて主/三一二 λに、下防 原弓11に長ワくよ立平責任;こi土、

おおまかに次の三つの i頃:~切宇肴;r'てする三こができる 寸つは、制苔の

損害i畏怖を重?liL、重大で戸、11;J主的なお害が中じる恐ic;dずあるl;;J?:i:ご〈

いc(.土、たとえ行為時の利'--(知識に芯いて;;1:不確だであったシ Lても、
;fT待者にi首告を下防 する義務 L、その浸反に;tJして責i'を

帰属ずるものである いま 1つは、被拝きの損害現補のみならず、加害

者の責f干の現1''/'1ヒゃ手件。コヱ引f究明を弘主抗し、 Jスクグ〉受:r人札F]龍

Iスク認知に多校件があることを与慮Lて、 :J_スクの1半う行為。〉白:

141決定予紘一を法正化 jーることを元手コ(.7るものである、これら 2つの侭

i白jほ、民事責守十の妄f牛のレペノレ:、も示されているハ

n、ごは、まず予防:警戒J n~--I:羽に年ーづく見事責任ぴ)frtf:;むこ閲する議

論を 瞥 ~(l)、そのへえで、 げと、警戒 !J~~ !:i IJが民主責任の~~ft~ごもた

らf影響を個別ずの変iliこ却してみていくことにしたνぺ2'

(1 i r~lí)j (: )l;1則と民事R{工の某沌

プランスで以、内くから、 Fe-8-_~-~l~の基礎を J，c .'ト;こ求めるか、リ
スクによ;にめる 日すれば、民半出イてはブォ ト害要やlとするかと

うか 仁ついて争いがあるじバ方(警戒)中、fll;t: lbっく民 F玉三f千(j:、

子的に今戒1義務i卓)ぇ:こ対守る責任であるこ tから、一般にアオートに

恥っく安H:であるこ解されてU、る=もっこも、下1:);i努:1)::) 原則;こ思しっ

く民宇主H:、問 1T;.止、阜、の 2古(、おいし伝統的なブド卜 l基うく

責汗とは只なると u斗う指摘カあるι

第 1に、子初 (:7キ戒) 1.忠則に事づく民卓宗↑こは、 ノォに蒸っく員

れとて共1琵づけられるにもかかわらず、 fj~統的なリスクに恭づく責ノ1

そも包t更するものである U 予防 原則:/)'r民事idlによナ去。;与習に

ついて先ド的な鮒究をjiった Gillcsj. M:lI"，i】(土、予防(肇政'i I京t!11 i，: 

耳、づく民主責任を青どするこ τによって、 iた米訟のリスクにぷづく責任

がそのイf仕 I主義を失うことになるとして〉通る川口すなわち、従来刑の'!

~4 r:， Gill出 j¥'lart:n，Pret;:山ム 0← ete 、ulutiull0U cI'"uic， f). lUD5. p.3(日

~Lì:.土砂コ :.J'193) l: 37 I:，(!I 
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スク仁基づく王吋平[土、京将な玄日未での j スクのみをけ象とし、小伝子~':生

:こまでは及lZなかっ丈が、 予防戎)原則:こ基づくI記事責任[よ、リス

クのみなら仁京市安二ついても責十rを日 dょする c ぞれゆえ、 Tjスク

ド基づく只「→は、予li)j でき戒; !阜苅に奉づく民事寅fr:吃民的(.~'" tj-g泊三
れ、存ii意義をf人へこと uなる、とする外

第つに、子初 (:7キ戒)1.忠則に事づく民卓宗↑こは、 ノォに蒸っく員

れとて共1建つけられる二とによ勺て、従去込者ク)j員長検捕と GJ時に、加

害者の主任の;J，lj5'在iニヤミド干の文相究明lこも列止、子るへ 1Jスクに基づく長

ドが、彼害哲のお害:ltS仙を優先するあまれに、責任という P+tO) 常的&
白、院かり芯経し、訂害者の責任の明確化干宅1t.:})又村究明といった被冨

者の要請を県ろにしているここ、また HI¥'c主染事件をはこめとするい

くつ小の事件にお， 'ては、絞古老のtG.岩I三補のみなっず、方11岩苦ぴ)責守十

ぴ)明確化円事メl'e'J三異例究明が、jミめられているよ正 については、 B!Uこみ汗

とむりである つ 355)ペこれl二沿L'(、 f~巧 J9，1:11;に長

づくれA事責1=は、ブ j' に茶づく責臼 ζJて茶!$lゴけられることで、

り|日長告の特定と損吉のや、|おとなったjJねを許ら刀、に L、被吉正当の要請を

みた-)こシヵ、できる、 2 いうクイメーなお、こう ~t=脱出か lっ、 f;;-ノJ

E京9，1;にJEJーゴくよ古市頁8':1よ、 E1w:elらによって 1張主れている I過失責汗

への '.1渇ー lこも ，~m染むものとしと坪解ちれるつ

も~';、:も、 r~防 L警戒 i I県目IW.!，l;っく民"I責任を 7ォ-~ t: lbっく立

{二と守るこ(，::(，こ立すL-(1よ、 ~l[;判治、なしわけてはなし:

:zず古島:のJ守については、次のような掛半|ずがなされている c すなわち、
】jスク l基づく長fr:ムミIj例・苧二もはや今1](， おいて斉定すみ、
とができないほと惇|叶丈る地忙を砕すLており、これをあえて予防(釜

:n支)J¥j{目。;ニヰーづく民事責包の ら排除する，，e.:受はないゴにむしろ、

治拡

ツ内，'¥.'¥，T()i('I]C， Slljlril 川 1(，2:l0， p;).177 d:--;まf、戸IJi:，t(工;~のをも寺町日

、-!s' ~h. Kourilskv et G 九:ney，幻IPrano~t'フ06. pp.18: et S.: A:1l1ε¥';uをgZl11， L'ap 

;)01 けUl)fIl'.c1pc c:.c pr{C:1uticl' au droil dc lι1 rCSpUèl お:1 bilit ，~ c1ャ ~lc ， RJ.E. 11 '2 

20巾o.p.1I-;:-3 : Pal;icc .JO:: rdな n，I-'rincipc dc ;)νCCaL1υor: ct円:spo;-:sah:lik::ivil( 

1 .J'..L 30 tlovl'mb:'c 2GOO. Il 幻9，p.S3 cl s 口cnisMazしょud.Rc叶)~ll: 日 bilil(

cl vi 1 eヒtpT t> l~:'， ution ， IH. CO[，[，OQt:E cr_I5，-，nisヒp札rlaf'aculムt>dt-druit et 

fS'il .1t品、 óO\ :J '~9~;132Ci



リスク不fjF 少 Ü~手青j' リ。完

す{望書;t!Z)ぽRIj(.'6tづく氏!日女子が、実質的i，'-('土総与者の211明負jl:0)
軽減ベコィ、確'Je';'乍に対する責任の肯定を IH0レLたものごめることにjziみ

ると、ソ j" にみづく責i1よりも、 ]スクに長づく と共返しーとい

ゐ2冷 またブソートに基っく主任は、1.なくとも諭坦的じ l之、ブオート

グ〕不存在をす~，~-9 ることに上る免責0)H}詑位を111211さるをえないのに

討し、リスクに主主 ~J (責ノ工はちそうした烹味むの免京を認めなV¥占む、

elリ被安主tfd斉に資れふのであり、孟た話会干士札!なω吾すに対しでも、，]
1j強力に損害発']のうチみを促すハこの点においても、 lJスクに基づく長

ド l二、予防(善成)f』:げj に +t-，;っく民事青f干~: l' ij灯、の憐能を果たし しいる

といえるコ，したが Jて、 ~;.:tJ] 点京~IJ にぷづく民事責任(;t，、必ず

しもブォ ?に某ザゴ〈責11 として茶没づij る I~変はない、とい λ のである。

また::02の点につUミてほ、その実効性につし 3ご批判が|にJけられている

主lielUdG川河川とれは、力寺さ干の青f工的問li主fヒペ事ftCl)真柄究l巧グ〉要請

を宣明して r-;~~，日安 i王\グ〉叫怖 を説くことは、結果的;こそれを支持す

る者たιを失望させることになるとあ内うとしている fなす〉 ι、
(;O:O;:O;(-'TIl什'tt ~<_~仇れ(主、 I;@ う己責年への I'I[帰，土、損害の!京阿尋常に特ど

の7 十一ト:こ泣fしすることを安ぷするため、 -; i- 卜を η辻;引できなし

今に:よ、蝶補の可t長十士を彼浩者から奪う恐れがあるばかりでなく、指宮

が綾殺の5思決定域J完から構造的lこもたら戸れるという半だ苛も察い隠

し、結粟d0:ー構造的:ーもたらされた主主岩:ドついての玉三f千を問えないもの

tする町自主怜がある それゆえ、 子的に今戒) Ijf{fjUノア l過失責任への|口i

~J\:I:; J を似すとしても、ぞれの品をもって絞胃者のうど請に廿えることがで

きるのかどうかについては検討の余地がある、といつれ

o 'eC(}fl(、ムlliede ~'Un~\'引日日 dεSavoie t'l j，; E¥arrぞぷudε]οrdre dどうさ i¥\'()Ca~S de 

仁川刊11¥"ry，7 r:'只 (1( (;r:川hrc2P(i心 1.a?;:，<;fl()iIれihiiil(iII !'nu{J" du ，¥'xr山 siecll'，
bila'll trost((tU:ι¥cteS pub;~h i九日cSt.nt'. ctパ53，ju;n ~:~()(]; :-:O~'S serie. nηI'i 

η71 

2川口1-1， f{our;]s九可抗日 ViIWY，$Hか花 。:c2(jぷ pJ81
?!，j 1υid.，い剥

~:/_' ，.:1，];:，<AI1D (;()うに民fEN';'，LI' trIii(，1tl' nc) !'J'f:c刊行mI' L，'ssrl1 3nr linrid口ve(/;: ['j符((1'
iiiudc sciunt(fiquc 3ftF la decisiol1 ct 1(: I'(sj行勾間lbilitef'ubi叩山， jEefJ.C2 de ~e::n 

Cl札口 (~c 1\1 斗川、k~. L 'l/ru川a!l(W.Paris， 2003. p:dοこd、

~Lì:.土砂コ :.J'191) l:::;日 1，81 
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このぶう:、 子防(挙"f;() 係員J:ιづく只')1王円子lp ついては、ブ j~

fに慕づく責任とする見併が存在する反!日!と示、それによTする批判も強u、

もりとも、批同!の多く i土、下防(曾i:X)原田lに長づくi↓事責十rを誹fttJ的
、←ノオ】ト(、基づく只1てとずること 換言すれば、リスクに基づく由、

{二を排除すること に :1i;~，Tられているにすぎない Lこと注意1べきで

めろつよすなわち、子山 i、γ:戒) hi~、引に蒸っく民宰京f工を Jt ートに;4~

っく責れとするこ二へのt1:(';:iJ:土、 11スクに共っく責れが予防「枇1戊j 原

刃に萎っく黒字責任の吉:;z]ずるところと牛、資河に差のない解決ヰ導きう

ることをいし、 Jスクに恭っく責ドとつォ 川一長っく責r千が↑井1fF]自t
であるニとを主張しこいるにすぎない。また、加害世の責任の明確化と

事イ?の実情プしり:と〉占う紋拝者の要請につνても、単にフォ トに 4って

些51:!-ゴけるだl71ごは、被1占:古ーの妥誌に I))~~，、止、じることができないこと

をJllfJしているにすぎず、そう Lr安百吉ι[4'を -1s').~まする必要がない正
いっているわI~ではないu その昔、'1'ぐは、右(密政jj立口 1; に忌づく民

事責任の茶礎に同 tる議論J土、ブオ v トに茶っく責任か、リスクに宅ワ

く責千千かとし冶う I頁メ寸，]において理解され〆かへζき"('"はなく、情日Jの仏、況

にjs!:J1，--""，で複数のiHJ1構成を佼い分けとし:くことをノト授〕ているにすぎな

しιように思われるのであ三万三'実際仁、:たにみ三氏;-'}T立がの安↑午のレベ

ルピア;土、 そうにた í'~I~J をみることがでみるハ

(21 予防 l合戎) f~-j: 8 J (_~民事 hflの行主要1':

J こP次l二、下防(也氏j原目lがl"1T.t雪作の詩型(It(，こi:ZJます}Jf;翠iリをみ

えο二とlLょう J 予li)j でき戒;!阜苅が民*-_~~f í-ての諸要件(、及{主宇 白、

ついては、 予防 L警j戊:1J';;:[t;11Jが刊l存実牲を:ii;'提u責イ千を I'Jノ主する ぃ ;;3

いに従;.+d訟の安打前へのおがJEf両されているハ

'!:<3なお、¥"¥"えなは異なるが Thi)，lr:(C(も、民平支肝心#誌に唱する従兄

、l)J+~事þ，f'"'が、「過去に対寸と主任」を問il'fと7るものであ<./:'灯に対し、下

，，1] 警戒) )主引を某縫炉ず心吉「工l土、「〆'd:にtJ';-る高(工J を問題J----tω もの

であるというは点から、上え半責1::_!})占う泌をア'1;I ""庶民IJi二求めるにことが1i

t にアォ~ "や lノスクといっ従来割の基従とiで立する夜、の c;止な， Jと J てい

る C.Tbihiergc，幻ltra~:otc 197， lJ.583 

[5':11 ，it品、 óO\ :J '~9 (i ;1324



リスク不fjF 少 Ü~手青j' リ。完

.klλ でi土、予防{望書;t!Z)原則が民 F玉三f千の要件l-及ぼす影響を、ブオー

ト{川、免責事11jI ，，)、凶米関、何?ヰ1..:1)グ))闘にみていくことに二うの

((1) -;--1ト

民事費f干の芥要件のなかで、-;~ ~方 1 警}氏 í~gli0)影響が品也大きく尽

挟されて~，¥るのはち ノオート安打ごある ノオート安刊における子初

原見IJの影響(止、 72、 トの日ijt之ーなる義務にコいてみる二とが
できるJ こごでは、での合窓会予約(竺戎)茶花 Jα)、及び Iだ報提供12

務をはじめとするそれ以外の義務(~; :ご|バ ~IJ し、検討を加えることにし

たい

(α) 子防(警戒13主総

予防(警戒) ftTWJが 7寸 ト on~Íj廷になる fj 為表1去を高皮化1 るこ正

すなわち、軍大で不可)22rてj な h-lÃ が!_;~こる判、れがある場千三?には、た

とえ科苧知識がベ崎支な v具合であっとも、行為者に言L て子|功

義務手認すこと については、授にみたとおりごあゐ(木下第;p，~(1) 

c :i 九Tariiれによれば、この;;灼 認j事{止、従弘~O) I r:; [j控 ~j)rωC lI tìU I.)

義務を::_~ lJ 7rtlfヒしと概念である日c すなわち、回波概念:が、予}もできる、

あるいは t じる町むを作が切らかである出来事( づス引を到来〆ない

上ろ仁す令子j伐を十求心ことを玄日未するのlp 汗し、 予防(挙式 ll~念(j:、

それを超え亡、子)-l..，てきない、あるしは生こる OJ毛ml1がi何らかでないdJ

米中 f 不稀実刊こIずしてまで ることをも合意しーとい

ゐ。てJ まり、予防('!:'了戒}義務;止、予~，-~できない、あるいは ~l じる "J 能

':~が明らかでない円来事 1 不伴実生)に対しでも一定の子没を採るこ

とを義務つける点で、従米の101)盛義為ょ ;(1も強化されている、どし 1うの

?川仁叫4 また下;山l宵む (誓7戒虎) ル涼乱H湖Uのもとで

しべ干JられてU、川Iノ才~イ、夜{件7、、新たなk宣つけがお守されるとするものもあ
る J トarida，.l.rlnh. Les r: OllV2a~lX tr:，r:-i十llriesdピlafaute. Rcsp. CIl'ρI A目 Fl1l

2iX~::'" pp.，35 ce " 

引 に tlJrtin，SHp-町 nOT¥'2406. j).::jUl なお、 fliH"警戒ノ (p ， (;;:~;ltio:'-)と凶波

の刊誌につい1;ょ、市山 (lLtn 存主よ ~m

~Lì:.去、 G0:，.)'lB9)l:333 113C.1 
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である乙ヘこの帰結と Lて、これま--('(，土予見できる、めるいは午じる J

能乍がl叫らかであるi斗来事 L リスク)を[ヨh挫しなかコ丈ことを二乙丈る

内科として戸たソオい f.--~X件は、予防 f営!lU 原則のもとで、下児で主

ない、あるいは ~l じる "1 能性子町j らかでな ν 、出米宇 l 不係'天性)を1"1

j置でき立か J たここにまで及ぶ なお、こうしたフ寸 ~ (:_.)与っく責汗

:])強化の延武線上に、 ~Lnia がリスクに:，j!~づく責任の絞込を主張した

てとについては、 ~1 にみととおりである c

もヮとも、予防(さ~"1戎 i 1京目1)を行為JEJbの高足化に夜中hさせゐごとに

ついては、強¥，<ltイiJがゐるにす Jごわち、子苅 l警戒]説務を諜 iことi士、
行為者にi丁為に伴"，リスクを Eロにすること 行口・リスク1を史J、

するものであるが、 J)1実自';にはみ4ゆる行為が 定の 1ノスクを什うこと

;一鑑みれ(ま、そうした要求:土、経治討~iliJJ~~泌させる非 l見実的かっ危険

な対比、を要求するもの¥いある :.i' ま?、 f功(醤)fZi義務古¥イ叶l室実主

;こんjしても 1ーのの採i!jを設すとしても、でもそもリスク凶 fゃ1rlA

の原司が別憾でない烏合lこは 宏の千段を採ることがイ司u-oきとある

ぞれゆえ、比較的多くの学説は、不l'宇三五性のJii;il[宇義務つけることl対

Lては慎二五な怠授をがLており、むしろ、次にみるそのi止の設務の役割

を話。「74してし，i:，。

情平日提ヴ:手主務ほか

子|お l合戎，1j~;、刈に慕づく j見事責任に口ノえする多〈の見解i上、予防

波j照明付ミ巳派，)寸る義務として、結干11抜1主義務 (oblig<ltiond'info，m目)

ないし、さらにそごからィえI1ずるこころの追跡調査表校 ¥obllね Uondc 

川口j)、著書誌義務(山l印川iO!1d，川11と)、警 11)(実務心巾lü~λhOG

:])役討を強調している山ぺこれよ】 c)表務は、行為義務の高I主化に」る不

!，J;その志功で、下向(さ成)を超正泣 I>:mpcr;)r('¥'i ~'~LicJ川正 11'; ぷ言もある三

九liじ行行1Sttboη Lt prinじi))ぞ Cf:'plぜに札，-:tlυ"引1qllピおtion，N，P，.4， S'， n :; :1. 19H7 

0.20弓

ご I'1J.KOll r~l日比〉 日 Viw:y 幻'か(iI~f)L t: 200. Jl.139 

目。 .:.-P.Dcsidcri. SUj刊 110:，C188. p.2認一)esid(ιiは、吋頁(..--定める出、の基準こ

L ては、あくまでリスクに左~<-j くことが安当であゐ ζ する。

日 T~，ノワ (脅~:X) I豆町の侃給，1::Lご、 +Sh 義務よりふ二れらの義務

1611 ，1t品、 óO\ :J '~88;1322
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イ時実牲の [rl泣というよりも、リスクグ〉伴う 1-1~Z}iついての亘思決i:!.-手続

をi豆正化ーそれを通 L'(ぶ確だ作を分~&lーする ll'h'"，11却することを:1的

としている ";1'

もちろん、これらの義務そのものは、 f正常から判的、V>:l[法において日正

:ご誌められてきたものであり、その意味では、必ずしも子向 L警1戊)J不

況の帰結1:L-Cのみ認められるものではない、しかL、近「寸の目見によ

れば、下防 原見:Jのもーでこれらの義務は、 ;7¥0)ιi点において :J

1jl人科Iji豊かなものとなる出，

第 1に、子苅(警I戊)!;(則は、意jι決定の際l二、損害をもたっ 4ゐ{つ
仰る可白"牲についての情報技供をHJず !darlin¥工、いわゆる

，H::iリ思境、7 廿スメン\】に|期 fる行攻防~'d~)J.1 決定にコし h 亡、予防

戒)J長日1I&η影響を指摘している すなわも、環境出響討何iニ、環J~ i ，~_;~; 

響を及I:rす元けしのある事きたの司誌'Jにあ1-"f')、当該事実が環!えに及ぼ 9

装iの内芥と紅!廷を苧前には十f析するとともに、 を公表し、

"Jの，iJ:，I:;.l決定に反映させる手続であり、 1長崎:こもたらされる lijf Eとのあ

る影響につし吋の情報提丹、手義務つけていゐ〈処米の環境影響託何l王、

域誌にもたらされるロl能，'1'が叫らかである影響のみを公表の対宅リ， 1--て

ミたが、下防 l讐t&;) jXi¥、豆1)μ、定思決止の際lこ、環境:こもとらされる守

百計キが却lらかとない影型3奇も公表 削減することを義務..~} ~ Jる〈こ..)た

済境法の議論を、公衆惇j午法をはじめとする他の主成仁も導入すべきであ

る〆する議論があるこシについ--;"1よ、日正にみた

市川、千弘 !京、ftIj(止、 TI'苧~~C誌として王流 rない~，-~jlJ~ やも考

I~，する〈五弓義務づ 1iるし IIIV感染IJJi!午に凶するいくつかの'[:ili売は、半h

引当r;rにはまだ未確J1.:])状aGにあった干ト:'--);0或lこついて、そアしを考!事し

cつィit点 iこh 日するものもある Jean九日rcFavrn， IA piinrjpe de pJU'日U:，;，)D，)11 

~ })r，S(' ~~;:以月九 rlじ1'ar lc d:(d lk 1 ïnccrLゴ 11(h:会c;cn~_:~lqllρο1I Ull rム会q:;c、inucJ，
1)烈治l.c;'-，rUIl η)Z:C-;? et p，:34fi8 

ぉ F.E¥.¥.ald， sufJra not2;2(Iっ Philoscphiじ;Jolitiq:..:.cdu principc dc prとCaUdon

:)v.GGと ;;_;Id， SHtru ]lilLl-130， r.ll 

出C.J. ¥Iarti円山/)rat10日 245.pp.301 ct s 

~Lì:.土砂コ :.J' l(7) l:331 11立|
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ナ h";むしなかハたことの責任を lうノししたが、 九larLlll(_~よれば、それは

科、t);n古ムシ L'(主iIi」でない、いわば、民辺凶jな見併についても考慮するこ

とを義務づけるという倒l芭iを者仁るものであ勺た)へこれによってわ為

苔は、何らかの損害が~l じる "J 能性を示す科苧~[識が{f.{r している点、 l 、

それカたとえ科ヂ紅識としてはム流でなu斗見院であっ主としても、その

見解を考l設L-Cず:戒ないしγ:行することを義Z#<J ~-t られる

経 3に、予防「枇1戊j 原員1]土、合、止、決定時歩行為時，.:CJlJ C，かな仙婦の

みならず、科学知訟の注訴状t山 '1，"、じて、事後約lこ時lりかとなっ

の提供をも写生務つける〈すなわち、 予防(讐!U(J 原則(土、況に保持して

いる↑奇載のt~，:1k .J)刊なムず、 f吉殺や知議を:tn り rHすニとまでをも

ける hのであり苅¥占、lよ、決定時・行王寺時の内ならずそれlkli平にも

なjsJ;lj;茂歪を2主務つおける』日ハこの氾跡詞査三宅ニ、製造物心己H己J-;J 

スグ)-ijlf:弁士主につし」てコン;口-)~するこ Y 、/えか J スク(1)管コ喧千*'ti:や専

門家による調査が保正されていることになFえ、欠陥またはリスクが発見

された場合:こ、ザ人ι3jを喚起守ること、必ひ行為を美し控える二 ζ をも向、

立Lているとさオtl;;コヘ

(γ) 下防(警昨日京豆11による lフォ トの判所付:，

L';'.' Jhi，J 

1むなお、 Vinl:τ[止、予 1方 (-t~成) ，1京日"のもとでは、円J41法定に人主 J士影響力

を ~j 守る利子的強定的、吉 i えが， ZZ門家 hこ対してのみなら q 、 jスアに|主lV、する
'7，-.>員l二提日l三れる必要があると.-''Ct.令 その:;~日二提日l の対象となる桁報の

ち~IJ↑í.:.土、 i) スケ(7)人なムず T言思しうる科i子二郎な ;，J.桝:。きづし γどしるもの

-eあれば 不沌7ヨ1Iも及び、これらの義務!手、公権力のみならず在、人いも
lrij珠?こ課されると ν寸口まf二、恐山義務、普氏義務が、既:ニ環境やl欠株!こ刻す

るいくつかの!J;i$.においこ持出ι才し亡いるが、今段はヨリ 牧|おなJJt!i:へと井
治、;(Lることとなろ向、 ζ:---(し冶る じ Vir:円 sz，ifT!l-flOU: 1出1，))，68 

2川(ァ l¥1川 I;;i，叩jlfi1lWl:' :;'16， p.:~()2 

!CυJuu rclω;，. suþ昨日目白 :~iI9 ， p.，S:-l 
2判、なお、治下HN.f呉弐持や l昆凶~~-~去接的信長と〆て、製法1雪山~~日明 i司貨を nJ

REとするトレ サノ Iノテイ I，tl山 abilit.C)σuiEi♀カヲ計九才Lてし、る i¥， GU{;g:tll 

sutm tlOLe 249. j).l九号!九 A. HterJll::tt" sl!trαIlOl('-' 2(19， jl~).~9(; eL S.; G ¥/iIH::¥ 

SHρrα 川L"186， :).68 

IG31 ，1t品、OO¥:J'~8G; 13~わ
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このぶう r~防 L警戒 i j原則のもとで、ブオート要件のIIIi提 ζなる義

滋μ、必ずLもノヘ確;t:恨のr:'1i匿のみに1"]けられるものて lよな〈、情誠提

供やそこから Df~lLl刃に i詰カれる出湖、~!!リ針や瞥長・ 5号成なと\恥向けられ

ている ごれはヰふIJ のt". ç立ごみた 2 つの約|ムJ を持的(.~'"!j aJI: 1たものであ

るといえ4う"もっとも、これらの義J寺l土、杖;lL:ご主LL¥7:のものではなく、

一連のゾロゼス iこお~，¥て主れ、合う関係正ある、 Dcnisl¥fazce1udは、これ

を下|功 L警IL~) 原則による -; j"の杭沼fl~J と呼ひ、製む物の場合

を念頭に、担j主・販売の段|誌で認三れる

る手記jL?に分11しネ;の小ろに摂理しているつ均

と、技造・ 1反古伐にZZ三れ

ます烈Jzや出ι寸:可tの j:~-J 百一c:土、リスクの専門家・伊Ij ii~t者(;:t、未だ|

な説明されてU な""L;弘含ごあっても、

五の r-{j 詑牲につし 3 ごヲc~ ・警(-1 すること

ることがIIJlJsなあらゆるjM

》れる u また、治l日J

に本間的士"スクについての情報提供をも設誇っけ円れる n i'買.~の 'J 能

された場台、行渋可能性の知殺を改良するために、専:1Ij";0/':人JttU )l:王

者はw:~定、三千Li、探求、ゴントロ JLとvっとねi々 な手絞にIMtること

lなるコ長役l二、注lと、 J久:全にえ寸する重大な相当の午二;;;)-:--;T~f[性かめる

ヰJ合、守門家や印J7E芦は、 jスクを絞する適当な千段をわき!dか十Jる

七めに、公作}Jにi亡らせ三警告義務を j，~いす三。
Tねノうで、製造平販売後の同市]では、専門家 -Ffョ;三者(止、守主;三:tdJの妓箔

主旨述義務、情報提供義務を負jHする J また、 ]ユ防 L警戒}の帰むとし

て、本質的なリスデに関するれJマ知識・れJマ技術的進展:こ;仁、じて、守[lF;

家・自宇?に出跡調子義務が認され乙 c さらに、こ1しらの義務の

おいて、リスクが別館となコた場ノTには、 ac、流 l旨しごいるを1査物を撒

lY:l1し、損害のJt牛をi寸j避するす:蒋が課されるι
ニつした 速のゾロゼスにおし -c、flみ戎，:!J:;{則l玉、ヌ確:(作の
回殺を el刊とした下防ケ義務のみならず、十月十，}提供義務、温到r;~tリ

査.12Tも、そ[+--;"'，12務、さ~"1史認Jもこ v 、った似別のJf~務を注〕て不~1t，*~やそ分

割fドJiご市141却するm.範 あるいは、そhを怠ったこと;ご Yずして衰{千を~{

弓ことを可目にする規範 τLても位置づげられるのである I討

公 D.J¥bZC;}'..:.d，幻ltru:"'.0ヱク↑号。 n""10 c¥. :-，.， p.I.'j 

，q; A r;-， ;~b !主、これらの何 I;JI川〉主主J片手:FXすことなもジて T! スクの毛b::f l~ (= 

~Lì:.土砂コ :.J' l(5) l:329 
1，" 1 
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ILV 感染事1'1 によコ、採用苫れた l 発見ごさな v 、|人j 己的l~lí止 J 概念が、

外以原i大材派リスクといった奴存の免責平山の河村?討を叫す契機と

なったこと、及びそれが民宇豆'iJ:、予防 lで戒}原則を取引"!::，t契機の

iっと立つ丈ことについては、成仁みたとむりである(主主2古主主 l節)。

ここでは子山 i、ず:戒)時、郊の向日から、 R元町 vノ免責車問が(.d;J通なる災fじ

を.I_:J_I~) 才しるのかについて、外Z吉区~Iヰ(配、問先リスク L刻、被害者のワォ

入 (γ)の順に檎ることに 1たν'.

(α) 外米l原因

まず、外末J;G:，司に|対する予防 原則 らみる三こにし」

う -}-I汚(警戒原口lが外米1原因に守える13響守:;)，えるにあたコては、

外〉川~-(肉ぴ)与をノιi が主要になる九外〉川~-(肉について し上、伝統的;こ、外ィL位、

子見ヌ二百了出刊、ヌ二百了抗刊の 3 つの :g;，~1干が~~:されているが、 このうち

原オとの|主l係では、 jに予見メ、'"守能町とメ、'"守抗げの要件が吋忠
となるL';:'

すなわち、外来)l;1凶の安打>されときた:子凡寸、ロj詑性や寸、ロJt/e十円士、

H1長の~K~兄;こ ι4かれた行為者rそれを下元》、!ill i~tすることができたか

とうかこいうす11象的基)f，i によ"て到 LiがれるmL ャれに対!〆ニ~勾

{土、 子見 J能性が [-)}t:~土刀、 lまない品吠 'jf (~小伝子実生j 干科学知

哉の発展・父fじによコて事後凶jに発見d;.I/Lるリスクグ〉考慮をも行為:高に

?を点する 下河不可能判や不可抗刊の戸子部北準のjMI':をもたらす¥

もっ/も、;:'['例法i生:ご l記寸るう効{警}氏立引の影響l土、社47主 Ú~ であ

るようにも瓜われる， 'Jなわち、従米から半U17lは、子児不コJ，IWtや不コj
坑 J立を判断する|捺に、，Jr'ii';に厳協な態伎をぺ、しており、 通常の予見

よ員J士一の発l_k) のr，:;段階でir+fを認めωことがυJ"5となる(:1 、そ乃 ~N :)ご、

'1'llib;訂択の宇;-ij l，、T_'羽iitftを民事貞江に諸分前i取りへれることになゐ口、
うー F.i¥rha札口-f{mllο，c2日 pp.~)~l cl公

判え C:i(g;P' 印刷1I(}[e':::49いい 17:-3eL s 

2刊 U d L. :V:;:!Zl乱uc:.l l\.J élzca~ょd Cl "2し i::;~}:;s. slItn: lloi~' C5， n" 5i6. r.6G5 
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FJ tj~性 (prévi~ibi:iti. llormatとJ をよ主卒としつコも 、外米)単:!qを逝

111とした免責をほノん2認めな v吋もヨわれてきたおl♂また、了日正には、

f)， :の下防(安成)原号;1によってもたらされる帰結が、外木原同を 1--1-責

務者が品常事の:~'土%を 1';1避するために要求きれるあらゆる子段や講じ

丈J かドうかといへ紺 I ，f:，:ノトム不 lワザし注の支{牛:ごー j~fニして;;'1 ~m'9 る近Hj

の半Jj例・?説に刻1:11ドo'CあるとするJ旨J両もあるにこうしたま見1白から守
れば、 ~if-:'iffi~):干に閑れふ下|功 L警itx) 原則の日';i幹 i土、 M.1ミグ〉、河内

の立日投キ肯定的lこ菜づけるにとどまるともいえる

.ftil 勺で、外来 I出同を理由と j る免責を制|与とするこ(~ :.、ついては、経済

'1'0 '社会的費fIlをJノl告すべきかどうかについて議論が分かれているし予

なわり、予，右(警戒) ~Þ:I;に|期 f る法!Ji定がも rí~済的・社会的に受け入

オt-:-irf4~ な埜用の範鴎でのみ 定の手段の採尺を五J5づけていることをtli

j唱に、経済的・社会的にそ;十人れられない費用が生じる渇合Lこl土、タl米

j京医にあたると1るは併がある )jでーヘ子坊(答戒)j手、口1;の前提とな

る不当~'支t; が、~~:tú号自 J ・社会的な受lア入れ IIJ1J~':'~1→の事前三千Li を古i ぎな L 、

性質のものであることから、そうした賛)iI'午志息する、ニと !;;:7:':可能であ

るとし:う批判や川、 Lじんな布、7引っ|口l避 Yしい;f防じキR主) !~(JHJ の地旨か

らも示刷、 pであるこい弓主二千I1もある 1ミ「れにせよ、外米原i吋を理由

と F る免点の寸r i出十t~:~:L く制限干るここについては、予防

ず~5 と 、議論が〉子治、(I，ていゐこと仁[土尚】意すべ主であろろじ

(3) 問官リスク

開発'iスクについても、タト示!阜囚と司干亘の該みることがで主ふ。

もともこ開花リスクを理由とし丈免責:土、被害者斉と科学知識 科学

J支持Iの発:tr:0') JiJ母を図ることをリ :j'0とL、設けら礼たものvにあるうす、 f

:~JJ' (虫ny:'l反則i土、二つした坊決?に円十考をiliるもの二してi;うi五つけられ

~~~ Ji市!.， P成iCi

そ7ワ U.fv'laフec.¥¥.:d 幻l灼a:10τe 2~i:;. 11 l6. p.7:1 

27， ，¥. l九egaム 幻 lt比 nηt2つiJ.p.mノワヴ 1)レ， H 宇品~i: (~? 13) 
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主訴しい均衡のあり，らについとは、開発"スクの主主.<iとなる 本伝的-

Jkヰ:ie0長h哉の材、志、」の解釈をめぐハて;義:おされている すなわち、こ :(-c

まで沼会リスクは、製造物zを流通:こ夜し'1:.段潜の件やが'J.技約一的主1~去の

水咋を製λ 寺の責任。〕判断糸准とするここご、波'古手え:斉と，fV?知識・

TI 学技術のうむ民の:::-5;i4iを区]ろっと[てきたが、予防(:'t'了戒i 1原則i止、科

学的.f支術的知識の水準を迎える不'11宇実性(!)還を課す丈吟、民'i害甚J!z

i訴の料を従来よりも強化ヲる したがって、予防立)it]{oU(止、

間終リスクを回出とした免責をか1:限れ己もの-._'でま空鮮されて1、

吃 ~'， iー
や

もっ rも、これにノ午TL tは、下ろと的 .1主術的知識の才人丹下 子l方(醤

f点))阜目1Iの17tjEとなる不Tit:丈性とを|弓 的水準む恐断すべきあるとい

うは:C#もあるm すなわち、予防 警戒'8"11に茶づく比率責イ1i正、科

学均・技術~'J知識のぷ準守越えるものには及 fJ:'ず、1ìL犬と何?主に悶党リ

スクに c~ 6 免責が認められるべきしある〆するものである n この見~fj~:土、

開発 Iスクについては、ア プリオリに免責ので出世主:灯必するよりも、

定の免責の 'J'íl3l'l を残 r ここで、製どこ者に注工:r:i;j~ii'振る担いを促寸二

また 市場へのfr人と子幻影特 l商品JTC.;tfJや抗争の呂wの狙害)の.EJ街に
ついマも、予防 L警戒， ，立剖();，~会響刀弐以ηL ることがある 孔la:"cind:、予防(警

戒)夜明庁、市場への介入とその3答についての:p;ji卯存ぷ!季ずる際に、製注1車
内不ti~X十了を b 考!\16 ずるこ μ をも:止す心ものであるとし、 へ付体三へじのつh.で干f病応r思雲;染i主主
クの〉りヌクが』示ζ〆ナだ~'-;:

フフンスζVイyぴ的"lt:，止C，;、，!は之、こう工事 L>..di=)唄Iをノ]三すもじ〉ごあコたとする、
C. .¥Jeln:n， suþra ム:，-)~t' ~L1，Cτ]).302 

277 ¥L n\j-~-， I\ Fi 11以 suþr({ 11け1¥ ;ドK，n"97:;， ;J/:おl

引ド nncoisCol:"rt liUéil:~ ， 1. Regares ::;ur les 2，dicns en ~'espolls~， bi:i::é c日 i~ e ~ì 

ρluclil~rc dcρff2.irc dc la 、achcf0l1ι Rc'l')!，; rlc山九1rural 1997， n'-' 2:)2， pp .23~ 

Yvonne Lar:lbcrt-FaivJ'c. L'H:-;ique dc :D r (， spo l1~， Dbili日 N.T D.ciu. 19%， ;:)[).1O 

c ~お; D. 1¥じ引はlId.snfir!l :lO~， C 2.-19， :1" 17. fl.7S; K. Fu斗じlJ~' 仁川If!1αll:)lc H(I 

}pJ4~ et只 P.lOllrdoin. 8uj，m 11ir!:e三:19.pp.;j.--l pt芯

"'i:? C'.匂a11は、こ札にあたゐ，，}千三し亡、 F.Ewald. supmζote 12つをヨ民 L

、いるハ ¥. G;1(山江川Mi1no廿主19，)fl.l'!自

fG'il ，it品、 óO\ :J '~8~;132Ci
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とがヨリバ方(警戒宇、引の魁17;ー事n心的であるとすゐ判。
他方で、開発 jスクを)'1，.1れ した免責の制限につい-;~~iよ、以上〉はや

や異なる観点主ら、下th〔雪成)原則的影響を説く冗解がある c たとえ

ば、開発りスク棚念じ関する子持{を戒)1原則の影うを宇示すものとしご、

しばしば引かれる三一円 yパ共Injt本法院'997半、月目口判決f土、「科学

j'0・技術的知訟の1人以 l を、事J了 I'ij:， 'i→l件、のなかで最先当の科 ;:'tn或・

五v;技術であるとし、事足注者闘で当 4えしている科、t知識や科手技術のみ
ならず、アクセス口;fitな少数・:てy，がつ見解をも含むものと lた之討にその

た吟、{王!ん y え:持されしい争いJうな芋ろと知識であっても、流JttJ:.<置

いた段階で科i子者共[司向日〉内部に灼i哉として4長官てしていた以上、君!活者

はもはや|刻字長リスクを矧山とした免責を L~~する三とがで主ないバこれ

一ょっご閃光リスケを理由とした免責の 11;能[生iニ、きわめて自IJr.Rされる

こ正になる仁乙う 1-， i:'綿布l;土、先述 1-， i:'プォ要刊に闘する筈百三主持・

に劫じるものであることに羽λ、;τ;右(主主7氏jj忠口1;に刻したも

のとしてもや迂づけられといるが:22~、予防原則に4 る場合には、

このι1I決で採;JIさ礼れ基準よりも域主告な基準を安求されるとするものも
あるのふえ

また、製造物頁併に悶ずる!J9o守5月:白けのよよ狩が、開発，Jスク;こ設

けた 定の者'Ionに関係じても、同械の議論書みることがとさる A すなわ

九、 J，，)法:よ η て設けっオ点、フランス民法1386-11条:号は、調_)t:;ス

クカt:製造物を流通に医いえ'l十を法干に笠1)阿5れ主旨規定Lているが、

:?21)じl匂ar:，正、乙これを 子防 !京Hljの山 l:uu:e de dec~inaム SOl1

(:ll priw:ipl' d、pnρ;nILい↓) とE千ん cいるつ !¥. (;ll('g;-，n十お 11Mμ ↓ (l~(' 2，9， pp.l'/8 

収l仁j仁 1-'..29Pli¥i ~99í- 仁 0 1' 1rl'lSSI()1lマ L，'.clρCra:-.dξ;-)relag:'ρ 引 d'jr':l":dl:' 

(:11 ;¥[(¥1"(1. ;，rr. C. :l以).9:1， D.l日間的k.llnli ;¥. Pι 川町ι" この半日以以降、同4売の解
釈を採f三!ヲ判決均九、くつかみりれる とムえiZ、C5" T(JlJl ous~，台 ff-nier

7000， j仁lコフ000，11. 1i>1つり， ncLc Ph. Lc TOLl~'印刷
C:Lo K. FOllC;，Vr. sUtFa nolc 140， p.l4'j 
'F~ P. jeourddIl:， su!ml 1l0Lt' 24古い 54.Jounh:illは、製造主右考宮、な!，-j-;ればなら

なν科?知識rこの判ιiLが公表されたものに根乏し亡いるの 対L、"スクが

信頼できゐ刊学可な権威にょうご警告されていえ以上、公表されていないよ λ

な場台であっ Lも問先，)スクを辺白と 4る([青:三RZめりオしないとすゐ。

~Lì:.土砂コ :.J'lBl) l:325 |品|
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138G-12条 2.r~(土、この例外と Lて、製造羽の流通から 10年内仁 F三らか

となった欠焔に上って何?ヰが引き起こ d;.I/L丈投与台について以、製造:高の

問先 JAクをま年七こ仁る免責を子していた則。この坂井;によって製込

苔は、流通から liI年内(、 Eんらかlなった丈陥じついては、 たとえそ

れが製ミム4却を流通に置いた日に開花リスク:こめたる欠陥であコたとして

も 開発 1)ス 7を閉山とした免責を主張できないため、 21汚物を流涜

に置いた時以:'-キも、制i史的に欠陥に再起する知識や科子河 I~哉の注授につ 1 、

てi言報ヰ収焦 fる〆f，7i:負担することになる::9，こうしたおおは、先iも

した追跡川公誌務 ι組似しており川、この H~fì2を根拠;ご、事実人寸法

者が FI功(昨;?54J)!Jjt昨lを千求刑したものと同るは所もある2:.，7

Lγ) 被活;者問フォ ; 

長?ヰが和、了守背のフォ ;を )J;L肉 k する均台に l之、外:~~ i~、1'，:や同発'!ス

測にだL、 ノラシ λよ¥，;i佐川沿っ 12究;2 JH;二、ヨ-L!ツパ:ltH体法~;~2()(どと 4

斗25日半1;~J、 (CJ. C. E.. 23川 f】こr，のとC-32/0札口2(102.1自70φ けb討C.Ro:d川) に

よ J て、!lIcJ1本の義;.[;:ラl造)ぇ jーるもの ν され(おす(よって明不されてい止し

i断定を設けたことを共iniJ本の主持違反にあたるとする)、三九Oi1{~12)J9n 丹波

fii{?よ)-z. I'ft 11ぇオし寸し、る

おおなお、 La::rOU~llL'~土、これらの設努の違反':f-" 7ν十一いーあたるとしつつ、

二れlkって開発'Iス?をJ:'ll出に rむ免責l止、茨出物が流l日し二世小れず一時の利
了JI]出・科'{Jぇ伺に」勺て欠引を党見でき J士かったことをi止羽〕、さノに、長
l士号 1~が流洩に奇かれた匹ドよ欠陥しつ発見までの河内製;走者的行為カフ 1 卜を

f青山叫しないことを証明した場合にのみ沼められるとししいる}じ r式il'1lLar 

1けu:neL.L弘 rH，Lょ1IlC~' 円以1 U~'ιc dc、doμjK'Jll¥.I:I.risqllc d斗 XXIヒベi(;clc，111， C'l{;s 
tour lr s白 lc，j)αuぽ ;~(てlOu ， p，.:..Sリヨ

2叫白川、"刊¥'[~iE川 r p，¥，[ 'N [-: J【礼'f:[).. ，¥[ト Traire de dyuu cil'il :Lesしび川lt凶 rsdc 

la rest(J)l川川li!iお'"ぉ lndir山 lり11dc .:じ11ι:、1'1:'';.3" ({~iLioll ， L.G.D.j.， l'"ris， 

:!()¥){i 、， ;'B~-) --4，ラ 90()な1，3、13B()--12条2Jf{ζ 予防〔警戒jぷ別の関{昇、についじ

は、K.f¥r:dwf， sutra i:.¥!:J' 1 ~()，リp ，1 (jfi c ぉ

!.W， 1). \laヌぞら ~~d ， sutra IlutεZ'E!， ;; .17. p，75 ト Arhab， slIrra no~e :;~~し'1. nη2 .1

?.3:; チ防(枇え〆Jt:-(~Ujω肘象となるリスクには、 10イ|を担える長期に及J も

のもあり、 ìJi:~~自に世治れたと三刀、ら 10 午といっ却問初日片山f;向性にvいと河考

会慢すものもある〉日 He.:llCllnd，8J小allute お1l 979， p.48() ただ 1、市注

(284) 奇惹照。

fGS I ，1t品、 óO\ :J '~8 (i ;1324
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クと 、主主正若の免責が認められる しかしながら、数百者のブ j~

" I ，J 、刀!;'~者の剖:;j}fドJ免責 Ihfl分割)しニシとまる点ご、沢市凶jな免E5

をもたら示外木原同や問先 JAクとはバ日'1される)出ご

予防(合司[)京別と手苫グ〉フオ}ドとの閃j，i，そ考えるドあたってはも

予防 L警j戊j 原則が、 JJII害者のみならず院害甚 G も予防(釜Jt~ミを犯す

、官lliの免責字自少は択なる考!戸沖必支少なると寸る J :;O'尚古ずある~:-s(，

すなわ九、殺害者のワォ トによ勺て易かれる力11:吉之tO)~-~分[Yjf~]雪 l 王、

損害が被害者のブオ』入によってもたらさrた場合には、被害きがし守フ

ば}JII害者として責汗を負すとするパきである、という花伝lご};l~--ゴし通ている

そして、こ弓した観七、からすれば、 J二11方 Lきわ点))原則i止、加害世にけし

てのみならず、紋;モ宇f:こ対Lてもも被d士号白身におrだをもとらさなし'd

うにj丁為することを1""tことになる、というのである
も)~も、ギ桂三宅t: を 11ÍJ提 Y する冷合には、被?存者が'!スクを受げ入

れることも、リスクを苅りつつ不JI~i 切に行為することもありえない

つまり、何人穴者の行為をブ r トと許制:rtることがで主主仏、 以 i、

被当者の h~Z与を Jト訴するニとは不 [-;Ttk"cあると L 、 i宣告:者のフォ ?を

JII'IIIとした加拝者の部分的免立については、リスクについと被宍:芦が

'/i~ ♂〉伯殺を有してし，;二場台に渋 oれるとするものもある訓。なお、リ

スクの受け入れ口)1主性の旬占から、 定 C')続行[二、 n~~*: 者のフォー ~の

伝単を)Ih門戸IJIl岩:をの責任仁和i阪をIJIlえる見jすがあること tついては、

決にみたシおりである(本章第 2i前!111 ii))。

(C) 因果関係

予防{主主1記;ü;:::苅は j~ 果関係要件にも影響を/えは -9'- }~ p う指摘があるι

出、ちなみに、 J員吉カミ力1:吉者の意同的な行1..)をl良冒とずるr昔合にl玉、た汽え有4
4芹有?こブ---，"があっと15合でたっても、古 l害討しつ百分的免責:ェJfR的手 れず、

従1."-fiーのフォ ト刀吋El~ぞ C)~tt .;})原|苅である場イャ干 高.~が1託手7者グ)烹|ヌl約七

l!hを何回とするぬ合には i;，守巧。〉主l刷、Jな免責が認めムれるときれている

r:" '"凡l川 tii.L. /¥¥;i(おれ P)-:..S:D;;(，[-:' ... 'lU:iCk s t!þ-r込町点、 l1C ， η()~

おっ ¥;LD();~t()ロ"台工問中間 ll~)t t:' .l88. n 古93.ppJ191 Ptヘ

::'91) 1Mイ 11到し:1，ppJ::iフεtさ

~Lì:.土砂コ :.J'179) l: 23 17C'1 
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i¥ :me C l止 S~Jll よれば、ドJ 果 Z51係長[午 lF33 ける万(誉戒)原則の影

U:、主に[6J県関係の祉i山負担の転換，a)!こ、凶米関係σ)証止i叫方法の緩

相{日)という 2つのレベル されている lJl ここでは、 Cu丘即日グ〉

埜i互にfiいつつ、予li)j でき戒; !原苅が:Ll果関係要件 l 及ぼすか~j';苫やみて

おくこ(:~ ~.した\.，"'; 

( c¥，) 証明負日の阜、烈

まず予防 !原5リ !J~'=司果関係の il[ßH負担を乾換するとすゐ設計，jを

みT;f~くこ少に L ふ与 じリ(>j~，Hlよれば、こ rしは---::-.(.こ環境相害仁うい

て議論されている巴lヘ民社党以王 l之、その lj;;~が広範到に及ぶことに肝え、

日に見えなし h原日司や、判定することがん-11~.tiËな原司に 4 ってもたらされ

ることもあじ、また、山正それ白休が必ず ν もFf，帝でなく、空間的 時

間的にもJ!1:散している仁ぞれゆえ、 f表J兄J1i宇， .っし」ては、 J十シi~C)JF! 7写正

特定。)J虫凶との当よI!o関係をほとんと;切にかにできず、そのことが被舌者

:こ寸九1こ孟よ、な 11，[択をもとらしているハそこで、 rJfU~1員J日?につ V' ては、

よれまで v 、くうかの字誌が、 ~:l 明負引ぅ字転役するようーマELてきプ加しず

なわち、子;ノ!j 戎) もシ ('1よ、被中高山首重土や製寸ii~'~jJ グ)危<í主性

を証明し与えずれば4く、役[よりスクの部品者が損百(/)原!大がれ"動や製

J丑恥lにないことを ~;J 却 J I〆なけれはならない、というのである却に

も~';、:も、 r~防 L警戒 i ，原則を1!1果関係の副所長引の転挽仁結びつlム

ることについt、L手1見lよjF常に十真吾な議j呈;をノj、しているそのろちいく

つ.J>の学説 i土、ヰ果関係~.tj'tのF 列会1 Hの転j叫が ~::"U ・ 'i ス?を i Jri相と

するごこになる点をl'限邸宅 L、でよ; I た自írj)~が;首舌7JV イノベーンー3 ンを

阻害1ると批判している川む(;川町mentは、ど円・ l)7".:7を :ii;'提とし

た証明良tヨの特換がも l:.らす不者百台を、医薬品役'iとそれによってもた

らされた快州の斗果関係に闘する近附の決判例を参照Lつつ、 Jえのよう

が，¥.G'，，(耳，J.~; sutm nOl(-' 2"19， Pl、l69札ぉ

::'9':' lbuL jJ.169 

Z!;:-; U.:.:7)ぷμ白状況につし、日士、 D.TAazra札山tml"~(lω2，~札 口 1--1. p;).7.1 CL S 

川 lbui..11 ~:)いρ14 守1-'11. KOll ril日ky叫 C:.¥，iT:ey， sHtm IIOU'主陥ドわ:'l. ;¥ 

G川町n:c:nL.:mpra lloiし 2九21〉泌8c: 

1111 ，1t品、 óO\ :J '~78;1322
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説明している)じすなわち、近刊の裁判例(は、|矢3、日投?子，-それt

ょっぐも丈ら 3れた多発i淀川イニH:(_~ 0):1]米関係がメ、l叫碓ごあった芸評主主に

ついて、 lua、薬品が完んに:ÍlJl'古であることを製茶会社が~':f. J}j しなかったこ

とを坦河l、主24長会仕の由、紅を肯定した判決が{f.{rする 二の判決σ)ょ

うu、医男、品がi眠害でめるここのす尽を製茶会十w課すことは、伝来34
がf長舎を守さ起こ寸ことはない あるいは、医薬品役;J(こ伴うあらゆ

るリスク(止、手打jに九て回避することがさ主心 1.，-¥弓 1"口恥 TJスタ

のノメージ在日Ii誌と J たものであるか J なぷι、医薬品f土、也苫の
作担保を主込 j るため;、耳、 r欠であるがゆえ;、、 ~:jí←)iJ (7) l}スク詰まあるこ

とを前提としつつ、討しl員が認められている裂造物-c;;};v)医薬品が完全

に無宵であるということはありえなU それ iこもかかわらず、医薬品が

官TC占:ォごあることの司明モプ要求するならば、それは実i罰的;沼、右ーの党症の

みをもって責任を品すよ正を窓l止L、l心者ぴ)位艇の改益や与学的進歩を

著しく尚喜しかねない ふ礼ゆえ、 GO:1河口le~ll (土、 iJlII)j白fEの転換は、

巨口・"ス'iを引促と 4一る0:で、受け入れる二 ζ ができなvとしているへ

(3) 社IIY方a、の緩和
次に、下山右{警Jt¥O原引がi吋果関係の託Iリ]ノう1ゴをや[duす三とする議己申

マぞみていくことにし 4う() ~米関係の Flf 別，うはいついては、 j に同県~

係長件ドついて要求されるA事実性 要件刀、問訟とされている

すなわち、この委fli工、行為とtf:詳の凶米関係のι羽がん明確な場合に、

)}日王者の支{ずを:汗えするもの Pある古山村、この l泣 ff~止、多数の行為者に

よって引主忌二戸別たね拝や複数(1)原:Z:J;ljt考えられる損害については、

|は果凶係のす尽をほとん Yソ、 11;自主なものこしてしま uヘ被害者に非常G

E巨人な国主主をもたらすことになる〉

もっ二も、 lヰ果関係の-liF':支むについては、従来から i:llf均‘字詰~. :、 I裁

判 'Fnこ J る推定」ヰ屈して、人中耳:、綬和さ :r~ てさたへノL述 1 た J うに、

HIV j長官J事件1::1基J"るいくつカの裁判例i土、明惇:二これを採!日してい

め 止 Go只只<:'11叶下幻1I万znote :.;仁2.:}Jì，;)(-)~) t:'ム NZi己主コ、 Go只只t:'n:t:'nt1.正、 C. A. V← 

SJ.ill出 4EHU 20iJ!を安昭Lているが、 33目することができな古ったら

ιり J仁川L、J1ll1i"f，.'ditta nolc 128. n c 11こ9，，1.2283 

~Lì:.土砂コ :.J'177) l:321 1721 
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間 "iG

る{守;;1干 t;':}3 :2iJ→ :'::h:) すなわち、車前1:11・111液長剤輸ぶと 111¥感染の

凶米現官、yよ、被中高の輸血を主:けたヨ1Jがヨーロツパにおりる i¥IIおの

ほから加熱1:11.液製剤の利JiJ;]主義務づけられたH主での同であるかと

うか、制菩に輸JI];された血液のなかにlffii'門抗体陽性の供血苫lよみ血

液が存在してL 寸才、どうか、 U2fl'~ にじれに感染する他の 1);\I斗川、モ

ゼクシャル、 方ど庁予てしないかとうかとし!った宰えんから抱

定され、必ずしも なj(~実 I'j が安求されない。

予防(さ~"1戎) J京目1)をこうした囚呆関係のよJ司J:7j法の緩和に結びつける

ことについては、学J~ r.好意此与ものがき長い 1 (Jリ (~Qé\fl土、予防(善李氏〕

j長引が不確J支百を前捉と写るニとから、被害者に土JL因果関係の正明に

ji{r;実的を要ぶすることはる'当でなし hとL、予ぅ右(警戒)ITi:Tiliが同県関係

要件の司明jj法を緩和する !r:， '-~';1;響宇及ぼすとしてドる出すなわち、

f追求の判例 主主予iJW:J;土、院に|大|来語係の註司を「あらゆる科学的なものー

から引き写生すことで苧J支-緩和:..---(いることに加え、凶*'関J拝をコン i、

口 v 】ルレ t一るい品か為なる品厄~~玄針《詰うも示!しJ て手お::> (!"9、J坊品当台:によ JツJ ては才涜長;子~:v:のJ他の原

|同材が千之5えられないことキ坦問lト、 1同J斗司京悶i係売有守d円1一i:，辺」してい」る己 (じJ11{'吋や何只削f汁川1

f江的り 〔じ:竺守7戒1在主!I陀f立[則が、 こう Lた:凶米関係の計二羽方を yミ主役、ヘン導さ人

れ三もので再三とする cまた fviaz日 lAも、!対果関係県1'1'における下防
汁い 尿員|ずの長官合計二日~!Jhi去の緩干じよ!とめ、←ノオ v 卜にぶってfi:llt)山戸れ

たリスクが極めてZ豆大な j晶子れ、 l土、従米型の 1!1 粟関係の梓~':生をソj 果関係

ジ〉口d能性lこ畏き換えることがロl古ちになる〉し、し:る

:，I! t立主主
品t去に、損害要件に閉する予防(醤政ミ)日、只1)rノコ影響:こっしミても百没し
て<nきたい-'1長需安打についじま、 f長需安打 vノ緩和なし'UMJ:が議午前さ

れているっすなわ色、予防「枇1戊j 原員1]土、重大で不可Jfl!:u0な総書の11

れがある場合には、たとえ桜子ヰの発λlーが不拡'C(ではあっても、行為苫に

それを::;:r:JI;' :'干]二烈し、回避することを義務づける{本キ第 1;;百:1

したがっし J二1，方ぽわ点)J原則;止、イ丁為世が市一夫ーと不可法的なjW害を宅

小『

ぷ A心lC只;1!:.suf'm notc ::>10. p.17: 

!!;h [). ~;[az\'a;}d ， Sitかηロil':.e249. n-l:，ドヮ;4計ぉ

1731 ，1t品、 óO\ :J '~7G;1320
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1;1]¥ 子苅L、[1'1遊しなか J た場介(は、たとえ主主岩:が交牛していなくと

も、行為高グ)哀務7主;;:に対 υ て責任を帰尚一7る口d自主iそtをも しとし:る

こうした存~Q/:Zから、下7h 原則的影響のもとに 1̂R'再のリスクや

"1 能性の，1;..:、基づいご一一換言すれば、 tQ~が手伝i しごし寸くこも

責手千をするこ/ができるかどうか、及びいかなるみITI井!のJ5が被害者

として民事責ノ工を追及むきるかが、 f~~号変1'1との関係で示、されている

のである ?eiJ

主主容の 1Jスクや口;fit惜のみに蓋ういて".'1王を肖定することができるか

につt'ては、長害の伴実主安件や現実性安{牛;一関連し し議fJ:がある c ~j 

なわち、伝統的に民主責任 l土、発生が確実で況に;J!.~文化したお玉のみを

対象としており、 しとし、なしイfず戸てにつし¥-c(主

たとえそれが主大で不"J逆的士長岩:をもたらすものであると ν ても

対象\.， 1-" でよなかっ汗コ予防:警戒)即刻 l之、主主主が寸 ~l，生~;~~1芦常

をも考慮するよっ lこ長求するものであり、これまで}(苧責任のよJ象とさ

れていなかっと指汗を、 i己事責任の対象ζrるようにf)Ictものこ J て非

併される 干示日:は、こうした観}，I刀、九、隔を安件に安求されてきた1i:f'

J五性喪(，:や土足五↑宇安け L 、 j吋り i，~'で戒 1 IなliUによって識される諜

務に没反しと場台には、んとえJft古が先!.!してlぺなしミ場今であっても}jo

'~---tíは民事皮 !ruねするという見解hコ旬、 tQ'~0'コワスク(司、安汽九

Z，9 luul.，且。3，1=1p.76 CL 只そのほかにも、千F士 C;;ttxJ 日則が、 rr~ 7;-:ic!1門前
段|出じの.;-~::.与の出昨を AÚiつけるてとにつし 2 て ~i ， ~;[来型の損害接持と~:;:':fe士

る主I:U の手段を持存的加'~:-~-i ，~~-与すものであることから、こうした手段全課す

権|震が裁判官に三空前られる/トどっかがぷltsされといる [.LK川】】 il北子 ClG 

¥: inev. Sμ/n(l Ilut七古川， ppょ78et s. . )，. Guegan. s川合問 n:Jte24U， p.168: 1-'. Jo ，~r 出"η?

山tm110虻 ~Wì ， p.56 : D. l\bzr~lU(:. suらげはい0LCワ，19，nでi，l.if:このfにて，'IL.ては、

1 J:Ji{まえ半'11りのみ令ふず市川、裁判所の裁判pにtすに しもこうじた権限令認め、ょ

う た権限[よ、急速丹、忍判事、/)λならず、不:案tl;事t も付与 3才ιな!.1ればなら

ず ー J えそれん刀￡緊急↑主によ J て想起きれω ものごはなく、 Jo.己の~!i桜湿の

証明がるされ Lいない均台であっても、説定{去に、これらの手JZ:こっし、て、 :p長

するほじ2~均三ELWJめられる J とするもの均三あるが ?h. Xcurilsk¥-cl G. Vinc、山戸

m llotL' Z:;(i，;)出詩人ノ子、$fIj'jiにこうした権限を沼、めることにヨ川、c止、 !:(:i':l::I':':) 
.:~ >ヘ治 q~，!~:ーと Jちるともし、われてし、る i ;i孔1azc，;ょ1snj:m lldLl' 2/:9， :1"27， p ケ(~.) () 

)(，1) "止了hab.slitm n:Jtどおtnつ6，;)5になお、 51;土 (2GB，!をも巷~~

~Lì:.土砂コ :.J'175) l:j~9 17，1 
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されていゐことをも v パヲ長岩:(~みなす見解もイf手ずる 11)ι

他方で、いかなる範凶の者が被了ヰ高と Lてj見事責任を追及できるかを

めぐっては、 i l二五時半球続恒百円)河川lict' e l' ()~()giqlle pllr) を念足立に

~~れごいえο 川 股仁、人体・買す l笠にすjすみ 1Q~与を刻設とする長辛口、

f引おu込亡[士、1素直1!3.害[土、それが人体や財産:ご対寸る1可らかの損害

その烹味でl土、被宗主を紛ができる長需 を構成寸る場合にのみ民事

責れの主「象となるc 二れ;二女「して純粋環j立民主;止、 l人九8~O) 示 IJ ~~に tt ず

る f~f;J.去卜ぢな侵害とは区別された、]宗境それ肉体が絞るものJ であり山、

民事責f干の対象とされ℃きた{{~災担の環境相害と l土木!f{ J-j ì，:異去る性債

のぷ:宅ーである FI功(昨;?54J!Jjt目'liJ、こう Lた?主主的苦不で(/)被害者が

千T1:十しない純粋部品1"t'i':計?をL亡事責守ーの対象とするよろに君主ベにする九純粋
渋J克記述;につし 3ては、 疋のE岩崎保護組織を絞古者と L て字:~ií.j 、鼎償宇

認、めるこどに好意的なものがおも見される山j

れ Kouribゎ CLじ 'Vincy.sutra J::olc 206，リ 180 こう ν たJi吉山1干の緩和

を巳')スケの印Ji_LIをもって損実 2:-j-ゐ的1:-11(あるJEH.}の裁判例に潟和問なもの

であるとしてL、るf ま J二、 BO :J. tOEllC~ は、伝言りリスクに討する!(弔吉{工じっ追

及かリスク山性質によ，:)"cr--<SJ~_、慎吾っす長 EllIi'J で、 -W.1吉 1 、三五ったなもの仁 志

るナifkこは、たこ去それがリスク lごととまる場{-'i1あっても、十←';;グ):'n:ii:1 i!ト日

的とする 1:(事~イTの追及が認められるとしている。 :Vf. Bou'\)ll 日 1，川fÎ)川 lW~('

II.m，百"、 106行日芯戸p.;:;3J t~ S 

主:お、近時、ウ守二ルサイニL'訴院は、科プF的に;二フい鮮明り除怜市 μ2 ，~~-f-T~-制ア

ンテ 7--(!)百磁波による健康 のりスクについて、 fリ，、持戒) 1.f~:d'lIJの劉 !:i から、

事主首 i二当該施設のJ放つを ζJ日胃賠 ;p: 拝命じたナンテー ì~).、昨主¥.tIJ町判決を支持

Lt.:-同判次にっさ、 ¥I;llhi:d(、TIm:10llnι J.，、 n引:lH¥くりno，iOl:dc くれ iL山 :;-J

iεspü;-' 只 a~)ilité civilと etll110r.1 Oll pleI1C!]Jピ d守口reca，:t:un;;i p: upo芯 Cε じ.A.Vet 
s::tillcs. --1 fl'v:'i日 2ハ叩人 D.2009，11''12， ;)1).819 C~ s 

川端咋弘;J高指害については、品川，:ieve¥'iney， L(~ prt~juc: Í(: e 刊。]ogiqll\' ， ii1 

CULLOQL:E or去四is(par la racuJ日 dcdroit (L; Parぉ xrr，12 decc目ι!、ムc1D97， Lc 
j)FfjHdiN-， Qursti川iSrfwis i('$，九dfム:.;plllヲlif':.;i:';， Nrs作 f日付 A又S.lli汁iJ;)9(5， n 

sp，会cizJ.jJ.6 

主、 λG'l(ばdle :'m/J1'ぺ1I0lC、2/1).pp.lGG c，-s 

ダ'AJbid.. p;i_lゎ? ]-'. Jo，:t'dain， SHカra;-:otc 249. pS~j 

17.; 1 ，1t品、o(1¥;j.~74; 1318 



リスク朴会と民事肯れ 14・完j

第4節小括

，:Lト、本中では、lIIV感染事件を契機に沖甘を集めることとなった

予防(警戒)原則の合意を、その民事責任への影響という観点からみて

きた。その結果、フランスで議論されている予防(量産y戊j原則に恭づく

民事責任は、「未米に対する責任」という観点からの損害Iwli!ii機能(予

期機能)や7オートの前提となる行為義務のl苛度化のみなら F、リスク

の受け入れロJ能性やリスク認知の多様性を考慮し、事前の意思決定子続

の適11化をも考慮したものであることをみたc

すなわち、 H1V感染事件を契機に、フランス民事責任論は、新しい

リスク・小確実牲について伝統的な民事責任が一定の限界に直凶せぎる

を符ないことを意識しつつ、科学知識が不砕実な場合であっても、重大

でイ;-IIJJ主的な指.~については、発生の回避を義務づける予防(嘗戒)原

口ljに者Uするようになるu 予防(蕃耐え)原則と民雫責任の交錯は、汁初、

哲学や倫瑚学における責任論を出発占とするものであったが(第 l節il)

、今けでは、F';，)T責併論においても、広〈受容されるようになって

いる。予防(台戒)原則が民事責任にいかなる彩色“を及ぼすかについて

は、必ずしも 義的な理解があるわけではないが、おおまかには、 2つ

の傾10Jを看取することができるつ

第 lに、被当者のt<i告J員補を主制し、重大で不可逆tド)7d:損岩:について
は、行為時の科学知識においては不確天であったとしても、行為有に予

防(嘗戒j義務を課し、その違反に対して責伴を帰属するものである(第

1 i諭(lXc)!c，これは、今日問題となっている新しいリスクや不確J天性が、

度現実化すると、時閥的・空間的に従来とは比較にならないほど広範

囲に損害を及ぼすものであることに錯み、行為者に1;[:米よりも高度の行

為義務を課し、ヨリ慎重な意思決定や行為を義務づけることで、その究

生のIwli!iiを促よことに予防(警戒) J阜、則の意義を見山 fものである、

また、こうした制点から、下防(量産政)原国1)は、民事責伴の某礎や諸

要件についても、次のような変化をもたらすものとして理解されている。

すなわち、予防(警戒)原則に某っく民事責任は、フォ トに某づく責

任という位置づけにもかかわらず、新しいリスクや不確実性に及ぶ点で、

伝統的なフオートに対する責任を超え、リスクに対する賓任をも包釈す

北1*朕)(5'17出 1317 1761 
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るものとして理解される(第 3iiil(1リ。また、フオートのliij提となる行

為義務は、従来の|口|避義務よりも強化された予防(竺戒)義務として位

世づけられるのみならず(第 3節(21(a)(α) )、外米原阿や開発リスクと

いった伝統的な免責事fI1についても制限的な解釈を要求する(第 3節(2)

。もっとも、予防(量産)IX)原則を行為義務のl士J度化や免責事由の制

限に直結さー土ることについては とりわけ、それがゼロ・リスクを前

提とすることについては 、慎重な態度を小す見解も少なくなく、学

説はその弊害を意識して、チ|坊(警戒)原則の次の側而にも指Uする。

すなわち、第 2に、彼害者の損害墳仙のみなら F、加害者の責任の明

確化干雫i牛の台、中11究明をも重視し、リスクの受け入れ可能性ヤリスク認

知|の多様性を考慮して、リスクの伴う行為の立jι決定手続を適正イヒする
ことを子防(主主戒) }京目ljの意義の lっとして位置づけるものである(第

2 ~p) 。今日問題となっている新しいリスクや小碓実性については、意

思決冗を行う者(専門家)が受け入れ可能なリスクとして認知するもの

と、意思決定の帰結を甘受する者 ("h人)が受け入れlリ能なリスクとし

て認知するものが異なっており、意思決定の際にいかなるリスクであれ

ば受け入れられるのかについて、依拠4ーベき lレールを両一的な飢点から

設どすることができない。そこで、下防(蓄を戒)原則を、円Tト者間で口T.

的にルールを設定させる規範の lっとして 換言すれば、怠思決定の

段階でリスクの受け入れ可能性やリスク認知の多係性を反映させること

で、当事者聞の紛争を|ロl避し、もって加存者の責任の別確化や事刊の真

相究明の接請、選択の口it牲を担保する規範の 1っとして iす世づけ

る方|ロJ件が示されるのである c

こうしたん向性は、民事責干干の諸安件のレベルでも反映されている。

すなわち、フォ トの前提となる義務は、必ずしも行為義務の高度化の

みと結びついているわけではなく、情報提供義務、追跡訓告T義務、嘗告

義務、警戒義務などとも結びついている c こうした構成は、ブオートの

前提となる義務を和l首化させることで、不1111実性を分割的に制御してい

こうとするものであるしまた、これらの義務に違反した場合には、たと

え指合が発生していない場合であっても あるいは抗弁発生の 1)スク

を鉛害として 行為者には責任か訴されるとするものもある c

r771 iti士60C5'172)13Hi



リスク朴会と民事肯れ 14・完j

結語一一フランス民事責任論の示唆するもの一一

，:L卜、本稿では、リスクネ十会における民事責伴論の可能性を、 7ラン

スにおける HIV感染事件と、それを契機とした議論の分析を過してみ

てきた。本稿で被った IIIV感染事件は、リスク社会における民事責任

論の 附而にすぎず、したがって、この事件がフランス民事責任論にも

たらした影響をどこまで一般化できるかは検討の余地がある。しかし、

そうした限定を付したとしても、近時のフランス民事寅任論の動向は、

わがド|の議論を検討するうえで、いくつかの小唆をもたらすように忠わ

れる。

そこで最彼に、フランスにおいて HIV感染事件を契機にいかなる問

題が意識されるようになったのか、それに対していかなる解決策が桟索

されているのかを要約する形で、わが同におけるリスク社会と民事費任

の関係を考える示唆としたいc

(1 ) まず、 III九感染ポ件を契機に意識されるようになった問題を姿

約し、フランスの近時の動|心jに認められる特徴を明確にしておくことに

しよう。わが|斗の議論と近付のフランスの議論とをけ比する際には、I!l¥

過失責任がわが国よりも大きな役割をう社たしてきたフランスの民事責任

論が、新しいリスクや不J(1I'実性の訟p哉によって、今Hではその限界を指

摘きれていることに、ま F注吉、が10Jけられるべきであろうの

すなわち、 IIIV感染事件に関する判例・裁判例は、科干知p哉を超え

たところに有在するリスク(糾しいリスク・不確実性)について、従来

型の金Jl過失責伴よりも、~;P踏み込む形で輸 )lllセンターの責f干を白定し

た(第 1章第 2節)。こうした解決は、 被害者救消の拡大という意

味では従来型の民事責{千百請の延長線トにあるということができるものの

次の 3向、において民事責任やその拡大を支えてきた保険・社会保障

制度のありんに円検討を辿るものとして意識された。第 Iに、新しいリ

スク干不確実性から生じるHI舌は、行為時の科学知識によって明慌には

予見することや回避することができないため、それに対する責任は、事

後的に獲得された科学知識に基つ、いて責任を問うことができるかとうか

とし寸恨本的な問題を喚起する(第2章第 I節)。第2に、新しい 'Jス

北1*朕)(:5'171)1315 1781 
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クベーメ、情$.':主力、Lニコ午二る主主岩:[土、統計的 'HF本的トノピ量化できないため、

似険の長仰を~;宣告げ、ぐれこ陥れるのみならず、相人がj也の相へと共通の')

スクに対峠して，'るという合詰の?杉成を間清し、 l迫ii;Jに恭づく伝統

却とi:;(;定網社会保持iニイeH戸的な悶殺をももたらず l善寺 2主主きち 2 前

川、新しいリスクヤ芳、停実性かムとととる1!3.害[土、メ':j"-{アをず;ーし亡悌々

な社会的lメL今年をもたよ】すためち民事責任に、七、統的な絹宍お下蓄に!Jnえ、

加害者の責{ずの同伴イご惨事件の点相究明をも考慮する二とをj自る〔治 2

="  与乙吋:J，j 

H1V!走来事件を契機に意識さhるように公っ丈以トジ〕問題辻、 jス

ク社主今における民雫責任が、新Lいリスケザ不確実性にけ写る支i工悼慌

の j町議に加え、 1J.~1投・ n 2: i~，j\市制度の限界ゃ紋常幸干の要請 (tJ;だ宇?の責

イエの明梓イふ1' i牛ぴ)良行 i究明ノ)、さらにはfU活;党斗ーの際十B~~~ な子|坊とし、つ

丈北題 Y いかに耳~n 組むかどいう吋忠をも考腐したものでなければなら

fよし、ことを司、してし、る)

(2) ~(-ょでにけを同まえて、'.)く l 一新しい 1;λ クヤ不伴実主主に悶述Lt:

アランスの議論1])なかに、 jスク干上会における民事R1工の位同づけ
iとずること;こしよう 3

H1V感立さ半i'[111竿のプラン λε(止、民事点dT&コ領域ご予防 (TT戒V

J長引がiiIjを集めたu すなわち、IlIV感染 jli引一関する判例・裁判l判j

を契終に、叫しし:リスクやノヘ確そtO)存在を正|亡!から会Ir止め、玉立たか

っ不可ス"1'10な古がもたらされる也、れがある場合には、行為者に下防

戒}義務があるごこや埋向に、 iifを員宅すヘミさごあるとする訴前がみ

られるよう:士る(弟 3中給:i'iiJ、HぐiLこうした議論の背後には、 jJ 

15:対局の劫慌にを過してちi'~苦手の発止をい!illî:しち rC11ètìこその迅lえの認定を

3易vこ宇るこ}で、被告岩のIR.:古摂泊を王子易にしようとする考慮がある。

こうした議前そのものは、立ずしも将 Ij'r~ なものではないu 司禄の訣訟

は、わが1'1でもよ己伝709条の安件。)議j占;、みるこ rができる「むし今、

二台LてアランスにうlA駆けて桝しいリスクャヌ，W'長性へ

の対応を返られたわが伺ごは町、ワランスよりもかなり引から同おの総

川実際に、ノランス tも、わがlJ:i(フ水{77病が科￥:11術:二 S.う刀タス、 uノパ

1791 ，1t品、o(1¥:J'~7(i; 1314 
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成が将)iJされてきたといって，jo..v 九また、近刊の学~~~(，，- (j:、端的)，- Iド

知の危佼;を認め、 l権利侵需の危険ノアJ;liilといちに存イ土オるにととまる段

2pf においても、その抽象的fí'r:険を科う千 J~A'vが咋命・健康への司保不可能

な;重大会有えことをもたらすおそれのあるような場合には、 (rp時)，111鋭的
危険を現実のもσ)('-しない上へ:適切な措置をとるべき義務 U:~ < :二
未知の?ちが:主:(，d L )~j伐の r.~x去となる事』こを探知ヲるための情報以長・研

究訓告、義務と、危険を認識できた場合の 企業活動の停止 e 製品の回

以までにもさ王りうる l'li ~謹 jf;荷ヤ適切な公夫f" 聞をとるべき1tお ìJ

がある 2:'9る見jY7;ら4、されてν る川 l こλした議論は、新しいリスクや

不Tit:丈↑主にぶして、 Jパノ7 義務を認すアフンスの議員長、とはい:r-;;J様

の枠組みに (Tっているとu えよう 3<;7

もっとも、フランスでほ、 予防(警戒卓~IJ 守行為義務の高定イじ;一直

結き吠るこJてについて、多くのJ北fljがIrづけられていt- すなわ丸、 予防

義搾を諜すことに.lJしては、あらゆる治的が不可'11ちに

'Jスタを伴うという攻実を無視 J ていること、それにもかかわらず回避

守安求す。ことが、いわゆゐゼローリスクを意味し、料学技術のイノベー

ションや議長流出動を河北原させるこにl、さらに、新Lい 1jスアや小碓尖，'1'

についてiよ、そ hそもリスクがあるのヵないのか、そのffiZl大培、↑可である

のがすら却l尚 Fないため、それ;九ドする1"1浩子殺苛語ることがと主ない

ことなどのるン斗iがあるのである d 3 r;-I_字~ 3節:2;a :'(α))，ぃ;阪のこと

lよ、わが国ごも当然問混となりうる JぺJ 他方久行為義務の高炭化のみ

げ〉寸T↑刈と vて百投手ii♂ており(九1.HlllllullneL， SUj'h/ヤHJLど1問ヤl お9μ194.)、

E抗 atdもアメ F 刀 C)j'λ くλ卜〈ドイツ・イ干 ')λ(7)サリドマイド、ソラシλ

の輸血 血液波部;輸注 l 二上るJJ[VC主)~~ ~-ならび、日本のスモンを?告げている

(ど土;仇zdd幻ftninoic 1りつ，p.21.! 

1('( 湖周1tLijM、シムク-JAi1-、.~ (11; II点1:，20(4) lfO-R 

か，封;見ー前向注 :1出 L~出足以 i、も、公:可 烹百五百公会主 l二 'cw手 I~~ されたi目

先安ftの咋;:，Hみの延長線 1'号、下防(さき政)原HIを付置つける
お川湖克佳男 Y、法千一九日士喜ヌ九九;JI :jゴ ネ ・:川)9) ヲりお頁も、予見義務

につき、行動的日jJにt-'j-cj-る紀半、も必lぷであるとずるつまた、 ずメ 1)カ(7)i!Ktii誌

を.75;考に、食品につい亡はぞ口 リスクル ιj1:Ef，とす A¥主Tあるとするものもみ

られるが()):豆1色→不川、f了為における和民団法義務 公jてを弘ρとし ご

~Lì:.土砂コ :.J'l(9) l: ~3 18C-1 
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ムよ~-;て、リスク社会仁三仏、て只，)[王円子が直面する問題 F↑長o0::' 1量

得~ ;!した知=誌に 4~ワい 1 刀日常:高 O)t.--f.工を肯;i; するこ;ができるかどう

か、保険や社会保科t(/)機能オてす、の克服、万PR背ク〉責任OlJjj静化や事i干の

点梢究明という被告:苔の要誌など にとごまで七jl心すみごとうt"cきる
のかも同われなfTればならな u与であろう U ぞうであるとすれば、予防(釜

:n支) )¥j{加をht:.我務の尚!主化にfEl一年J』さぜることは、 JmA?としては肯定的

に百T怖がなされるべ主である-._'でも、折、/いリスクや不j(~実'I'l:0) もと

で、果た J てどのA-fj支の'元労j件/γあるのか、なJ三牧討の余地があるよう

にjJ、われるのである

1;-;¥ このよ与に、予，右 ~ÞiI;を行為義務の rþjf与1~に ι白結させる

ことについてほ、なお枚討すべき烹恋も多く、 それがリスケ七会に

おいtみられる民事責任の到達点の iって;土あるに Lても リスク社

会が民主責任にもたらす伝導iを[. jj"に考慮しているとも i い雑い J もっ

とも、フランスの議論には、以!とは異なる制点から、しかし、 UIの

L村11;1う上ろ J入者1入、リスクベコヌ¥1i'W-;;性l二fプローチしぶうとす

るものもみられた

ずなわち、輸1'1い;11 ij1(製剤事者i'lによるmv感染のように、分校[均:二、
時間苛かけて徐々にその原河ゃ感染の河米関係が時jらかに一三れるふ与な

力タストロブけ φ ついては、 t誌等j民却の袋詰よりも))[:￥者の古併の明'HF

化ゃ字引の真相究明の要JEカ強くなるという現象(第 2章第:3i当(lIIや、
氏つ-責任の無造夕、安jHI~によって、さらなる責午jえ及が1i{ìH されるとい

う現象(涜3挙第 1rliJ( 1 デ告、弐九内るよになるムブラシス守は、

これムの現象が、意tl決定者(専門五乙;-.意l目、決定の帰結をは交するt

(素人のけ;スク幸子他に析ij品があること それにもかかわらず、買

思決定が匂に岩戸、決定者(専門郁j の説1すからなされること に注l大

加藤自1;r主婦 J現代計会，~~RU 苧の動向ユ[冶斐陪・ 1992J 57頁。 λ止し、 F 吉

際に;之、続々の交17仁三方月初がポいられるように、 l'ロ リスクをその士ま{史え

るかとろう誌には問題はあの入 J と巨置きをしているんアメリカじも、食品i，:

つい、 .Jc:'U ・1ノ人クを要求占ゐデラ二 条目(;;とlanvCaust')が1996年l改

I卜されているこ Jもξ母、す。記、叫があろっ

1211 .1t品、 óO\ :J，~(j8;1312
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していること t 右 I!e.、 r::権 }Jや(港在的)JJlf長者(.'::1ミェニケーシ汁
ン f情郭提供、追跡調音¥.--，'戎jを義務づけるこシに子 ;;j 支J

;p:引の誌義を &=il.!-H 宇議諭が"~.iしる(第 3 -1';;第 2iit:: ，. 

公権力や咋門家l到し"C併殺提供などを義務づけるという設論そのも

のは、わが]1]で也みられると Lころであり、~，-れほと Ii五行Lcミものではな

いn しか:_， JE~-Jのノフン又の議論は、これらの義務がf日需顎補以外の

殺害者の 2t~古ゃ析しいリスク恥不イ確実性を共1廷としている点で、制徴的

ゃあるへすなわち、これらの訟前は、制'.-~.、リスクベコ弓吊す'五件Ìji、ギ質

的ト Jユ克不F]龍にもかかわらず一度牛じると重大?不l司i主的な侃むをも

たらすニと そ札ゆλ、民事責任や保険千社会保障による初治の可能

をおえてし hるここ を考慮〕も机〕し hリスクゃィ、低実 ]'1ーについては、

h 為|子以降 i ，~_Ff，らかとなったものも含め、できるだけ早い段階での情報

提供を促 L 、特定的時点で特定的科学知識を問廷になされ?窓}~l決定を

給，てず検正可能な~l、践に置くことで 1ご制御 L よへとするものであ

る 3叱また、リスクに i封干る己、 I~t決定のi祭に、被行者の 1笠択の n津町ベJ

主主思決 λ仁への参加寸も .f~除するニとで、立思決心者 L専門家Jζ玄思i1と

を甘 7:--)る芦(素人f シの向のf甘別的・中的な合，ウの形成を

む:ヲここで紛7し立政をも与濯、してし ι三。このことは、新しv，'Jスクベコ不

尚五件について;土、 t 仁たf口六会請が負f口するのが公でかという観占刀、

らよ :1も、意思決 J仁子絞が;也 12、プロセストよ Jてなされたかどうかが

ヨリエj主要シなる、ノいうことをノ六陵 L，"(いるその;'-;;.'床ご、近時のアフ

ンスの読論i土、釈しいリス?や耳可ず1'-毛利を州派J守とし、めらゆる;片剥が

ボロrì壁内("-~ 定の'iスクを伴つごとを lnilとしつつ、 てれが :J~'土?乙した

際の損害を長ノトイヒ1 ることを rH~ した-;' ~;r;寸ーチでもある /:cで、)]スク

社会iこおける民宇京f工のコJ，IWtを、これまでとは宍なる剥点からか'} ~) 

のと Lてもj一目さjしる c

1'4 ~I ところで、!よ kのブラシスグ〕議司令は、わが円iにおいては、ベベJ異

川なお、この占については、 C，\-，lld の議論を者n~ しつつ、 時的なリスク詳

[山元らド間的な ず:')11J を通じた将↓と的f守止のよ;~-~を廷した fiJ-l与の ;Z.'[:刊を~.rl、

羽寸る IL，l;j 前j弓円 ¥12ヨ) 632"ffも|司拘号U)ものと L，-~~理解さ才しよう。

~Lì:.土砂コ :.J'l(7) l:j~l 1821 
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なる意味を有していゐょう仁も思われるじ長fわ、断片的とはなゐが、

次の2点をjff両しておくことに υ 丈いi

第 11，こ、ソラ〆スのI:'I:Pすの訴論i士、よ見事支ドにおける加 f当者の支ドク〉

理J係化、与件の兵柁究明といηf二要2117与クロ ズ・ 7ヅ f-g'-る1需品とし

て、加さぎの責任を[1J刻する際に、被害長引絞った損害主!)也、加害者

:])行為自刊の日中イ白を夕日ーメ・ア yゾする rす戸jにある v 民事責任の近及

が必ずしもJ員d古漬捕の摂請にとどまるものでないここは、わがわ↓の公

害・薬害訴訟でも同校:、 ~&i~~泣き :r~ てさだ|問題ゃある己i') しかL、jfj:l与の

プラ/スにおいてヰ!能的&のは、こうし丈被害者。)~誌が、 民事責

任の効果(肘i賞後:のレベルのみならず 氏宅責任の!g[.11=のレベルに

fJいても反吹き礼ている占である( すなわ色、加d元号はもこれらのきで講

の私混にある紛争をflJ避 Fべく、新しいリスク->¥， ;:;~E1r実性については、

情報提供義務、追跡嗣告1式訪、警E式訪、警戒式訪が点され、エV)J主1メ

ドあ J、た場今にl止、 F:.と，てお'2;が発1:c'Cいない場台であっても あ

るいはi"!l.;ぞの寸J安や 1jスクにさらされてvることをi"!'t主;として 責'1

が了尽さ札。可能性を杭ごっJ するまで:'..~どっている(泊二日 21i百及fF第3

ここにはj百台を子児 l口Ij控できたかY うかといっ計祉とは別に、

:)10すなわち、公平等凶訟に必い、[ょ、企荘内犯罪l下jな責任舟追及するという民

事責{干の#il;'~主的機能1: I.jin白Iに押 L111'I.tJJ~ 支の社会町要求どは菜践に、 rj週火責

任が、その白直民主任νLてのや怖を限り止って、それを消;J:..'11;まELつな主任と

Lての Jj需をもっ世;豆失責trへと校立させようとする(コり大きな芦Q)きがあら
われている l 、ここから、子、にみられる現烹こ坪ぷとの問主iがが去す意識され

ていたのでめ 1) (，t'-III~百=出詐村安 l 不沃行為法にβける故忠 退尖 ;j( びJ.~法

性理，，~'，; J)露出向J'1:吉井刊主 lノーミdJ語法汽「下の研ラt [1: 不評~~;~t+ .印刷、 九只υ、打、
i可tFに、薬害1ト訂;をめぐ J ても肢存者:1、tH言嶋:捕、こ司lえ、加再朽の有支ド!な:
い〆帰責t;の今j柿也、俊志省の日発止方11を投求〆たといおれてν、る(淡路川久

『ス司シ了q，牛と;1，." [有斐関 i山lJ62員L

へ li まえ二、そ(7)帰結として、川~，t，'省がtw ~-}--:~ (7)チt(Jをy.¥】できたかど刊かという
!日j恋心新 L いリスクヘィ、:主主性に l~jM:Jt務を却すこ，:: 1;'叶ritかどうか〆いう!日j

也は回避される f なお、わが組の公古・菜古訴訟でも、い〈つかの判決ド情報

JIZ長引光州;青に位 Lているが収こえば、製長会不:には長?生物をifr、j鴎に青

いた段階で人手可能なあらのる朴一子生E識の収集が義?をつけられるとしに点京地

吋開示じらげi品j1 '~ : I判例時官g99-j}ijH B)、ぞれらの夜手写しc、行為自体的ヲT飾に

1231 ，1t品、o(1¥:J'~(jG; 1310 
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)Jlf長者の h~Z) そのものを計irl'i l. 、責任を帰属するというヤや特渋 Ó~な問

責fお主がみられる こうした重土さは、1JJ~ヰ芦の責任の Iy目隠fじが王様 51し

る場面では、相対lグ:nこ1'R再説↑宇プ0"版記dle' )自象 11~;::: iしる傾前jにあるソラ

ンス民主与只「→訟の特徴と副↑uHることもで主ゐザペオつが国の為市!との

対j七では、 必ずしも判定の結果(~~長吾j を回避1 る訂正告のみをお需品

:])対象ど J て0.るわけごはない?:C: 行為不法の誌前によ市ずるものと

してι受け止めることもできょう c とりわけ、よl 同のわが↓I'-iでは、被者
者の桜子号填補ヘヲ J;;，クの1:1 会的)j'-~ユ iこは解消三れなし邑民事長l11id イ:r(T) :-ei~ 

主主やIC;::}í責{エ θ)~i員三~i~tiij機能以外ご)機能をう白調 j る長、{っ行為不;去を

子与市f而するものがあれ、以上のつランス的議論とも浅どるところがあ.6

よ与 lこllLわれる

532に、:.01の力、との関係台、近時のプランスごは、リスクに悶する

社長刈論的動:~:.:を却 l 時三 Lつつ、被了守背のリスクジ〉受け入れ 'J 花↑土や'!ス

いうよりは、あくまで子JII.じj能性を阿保寸るためり五務 す士わら、 F児品

fど として fJ ドまつげら;(~ -.宇i;i c.')結果 (i~干引と *f!むつけら札 C ~_l る

'-)[。ブラシスでは、もともと以事罰か主に粕川;J¥)jWg U、沼地伝主 j チ念~lF に

語られてき疋ことをも折、起されん V りプランス L おける民事~ij概去については、

注峰ιrrr:半両立に打ける仰 l ど ;iiljrÿ~ <?・フi::) ブラ uノス J二打ける民4

罰概念、のとと日立と展肢を1がかりい l ウ「ケ計'~1'J、 '7'299す 2?8J~J:l 会
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I 民 μ!;!~1-君、!-.:: j{i';れ動く;11右前』 有斐悶‘ 2仰 0;1 197頁以下!土、「不仏1! 九リ、を

E立たご誌に鮮符させるならば、近イ|不法行為法づっ8:j武士}叫;まれ口、るように、~~J立

椅 (J';機白色iょ採決政治t二、寸'"Jt，!;ケ1?是枝は行政ん1市1;政誌に、また「懲罰 i刀
法花;ょ刑事政法仁、という形で、往々川;主 政な設品(})問[1釦伊副;令・吸収さオ

て、イ州、行為;去のイJノLEZEないしτ 、 'í 主主力4否定されない」という l問題，立 ~iX l)' ム、

日正行為「lJぷi':J '"勺拡!の A義を同l、ro:すなかで、和果志ii'J力な;01"1このπ元化

を批判し 1司.22三九九 ::iゴヰグ〉医療i丹e%訴訟にみりれる行品.1、法的な過失のも:
A1r(二有I-j-;る中iJ.24:::司また ~J-r'時、 l叶 T不u 行為等講義録」 \fπIlltl
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古寸るJ 乙いろ三]..;戸(，:i'Ki合uむな，)，if:構成たレ許することーもでき {) c:.もLて芯
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通矢の~J~.r\:-~ヒかj則合呂の責任グ〉同時11:レこも告するここを小限 L ている。さらに、
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ケ詑知の多係主上をリスケグ〉伴う手1~Z) 0)意思決〉心ー反映させるための千iE

tして、事前の市議提供及アメコミエごウ ションを促すもグ〉がみられる♂

すなわ九、 III¥感染事件以洋のつランスでは、 qスクに関ずる志戸、決

定が jスク(、関する的報をイjしごいる苫(守門家委ねら内ごいふ、

と、/'I!..ひそうした専門不のリスク許がlが必ずしも「、理tぬではな u斗こと、

そしてねi~ いけ;スクヤ不Iι }é lt:こっ u ては、ぞれ t; の 1:スク:十位;こ J以.ri~

する二 ιが IIIV必染平!'tのような悲矧lをおく0G1持とな Jていることが

怠訟される J二平り、忌、思決定苫 f よる約料提供ヘヲ目、思l<)~JÈの帰結をヤ

4 る者 l ご L る意:iJ 決乏への参加iがiJ1~ ~J~J されるよう l な〆〕ごいるのであ

る

ここにはも J三時、主佐古の制j地ご?主巨を集めているリスク・--;ミ二1

-ニアーシ:ンの7告想を苅均にみることができる 1J ;スク・コミユーケー

シヨ，>:-:;土、もども 1_、i析しい IJスクや小碓実主のも 1，.-(、一定のすl容

M~I をぷ準とした規制j 王義的な球境保護政策に限界がぎ訂哉されるように

なコ七二とを契機にj主弄を集める 4うになった子:去であるつ 般には、

「何人と呉川、あるいはすけ故防!の情報と立見の討1rf交殺の芯秤」として

され4¥素人に専門家i:I寸7僚ので71吋的知識を省得さ刊、それに某')
し ι て茶人がじ律的に A思決むを行うことをj)~すことではなく そのι

i本 E、ガ門家い ~~t~ ヌれる情1世+;~t~義務ベコ iiL与j義務 l正、必ずし も情報何差

を主;1め台わせること lャ!日]けられたものではなく 、意思決'ι二子~を双

方に羽くこ!::-(ヨリ法i山l合の高いものtし、判定的なJt:i垣市平 し、し

iミ車wの形成をメ;乙すことを伝的とするものであ之バ1，. J:'.~'すのノランス氏

.)1'1 1¥"ATlO.'1A.レ RE:'、三九，，;:'"]jco:ド:":1'--，htlげのmngns命f抑制itu匁!Cペliuロ 日バ初代{j，fAしαdιm:'i
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はわが1'，でも況時、内度な宇'7'技術利用、持品、消費fl.Ji弔製品、常ドi片-f'互

婦問題、河扶51再など、夫ア上主主任論と官突な関係を有する節減じりスク ?ミコ
ニうヨンぴ)，2-):立て上が意識されつぺあり fたとえば科千技符W[Jにつ~ ，ては、

従来から科学論の正法<. ;J ') 税o'Jな関係uおげるインブオー ι ド・コンセ

ントの必iL!けカ E自前~ ~，。れていゐー佐々穴力 T[十芸誌人「1E(岩波当日・ 1996J ~lC 

R以 i を ~~I船、また主主責均台{千における抑iJJ 去ぷ!の欠陥の問題l土、 Dlい
1スク・ 7ミユニウーシ日ンのrdJ~.主(j)-J:;::l と Lζfù. 苦つ:了ムア1ζ\ 1る (.:t;'"J] ヤ

す リスク コ、ユ二ラーンヨン 相il')主解こよ r，ζい意ヴ、比三1::1:"め弐しと
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'JI王吋干誌が、寺対米の義務{情報提供義務、 j目跡iZi壬義務、主主o義務、

戎義務なとJを前じる際に、守門家と素人の関係及びリスク言「祉の多

'円在するようになりているのは、主さにこうした]法を民事責午

〈乃和紙みのなかで'士二王立しよろこすみ努力こもAうるのであり、わが国で

も大い，' となろう川。

位T;、わが出の;ι話!との刻よこ少いう点では、 リスク詐他I})事/業↑τに門戸
するぷ日露;止、沿っ、の~~(\:11~ をめぐる):斤の議コ合に届ずるものとしても受

けI1めることができる fなわち、わが国では、加害者/乃逃失ヰ下IJ:tÍ'9~ 

る際l干は、「損害38牛0)量然主」ど「被fx'害スィJぷ幻大ささJ (iコ績と「そ

れによっこ犠牲にされる十lj託 l との比較仰:idによって過失の有れずを判析

すべきであるという定式が交唱されている日(しかし、そこで挙げられ

ている諸国了ほ、専門ぷの J;スク において重視される医7こ 致し

ており、 リスク~'~^{Liliの多設住が初争的 n~--I:r大iであるこ kが;討をされて

しιる.(1~におし、て こう Lた〉ょ~i\:をどこまで~'ti乙できるのかにつし、

ては、検討ウ必号室 ζ なっといる 4うに141われる実際:こ、二うしとig

福村d'，hBi:. 1999] 35頁、同、リスク少つきあろ 危険な時代のコミ L

-ケンゴ/------------JJ [企型肝;間三::iJoJLì~以て l

!I( 士f号、 '1'rlJ・北長けは¥; 1) スクぷ?会における法と自 L__I 伏 Yt~J 270Fg:~ 1'-， 
jμj ・苛4:~ì:t <: 4 ') Iリスクと法J，仰は川下も、 予防(墓戒i 1県日付、~~得られる

不l夜と Lて、 11?う家の~1初的変そも「ヤ ~{f:.~-、?人立記参加 l者の拡火、 ，1{び η古I誌の開示-

tt有にζ及しごし"，~:) これλの又手話b土、その実現に市]け::)*li': L)、的犯機u ご
も位置つける)とができ令

汁 I 、十三井:::CHt: ~ 1-[1主総f長;士の出L司令 ¥点早大J子出版会ー 19l1) 398_i1以下。
川わがl)~:"C は、これ λ のレj子や flJ f列u'.ワ分析からヰチミ山づものがあむが、仮に

引例がこれらの扇子を重悶して泊先を判断Lて、、る 2すれば、それは判明Jがな

門家のリスク評価に指刑され{，)のム同訴のノ1イ7ノ、によって過失を判断しぐい

ることを意味する。この l ことの宏さ!:j叫に〆へし i には、出リ佃に検コ、i が必!~~!であるよ

うにい、われる J

tうなみに、 nスク}二関する争j;";:J:'Ii論では、素人;ょ、次円上うな|日チカあぷ場

介に、リスク者ヨ J 会~ ;入れ緋いものと Lて認知 Tゐにされていゐ Pru↑ 

Kenne:te and f¥enne:h Ca~:nι\11. h'is!? rOJlIIJ1HI11ιation and !JUblic !rC'altio， O.l:joγd 

ιr. .1999.p. f:.)~ '，'))l:;発午Jなもの(危険なスプミー Y 、円引所)よりも、 ~i 日発的

にさムさわるむの(たとえば、大気約三と l、lえJ不公、iZに分自己されといるむの(促

~Lì:.土砂コ 'H;3) l: 07 18(!1 
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失グ):，cよ fこ:えす!-ては、わが1';1でも、かねてから民しサt引Jがみられ川、
近時では、当認定式の適用車E印をむOi茸行為が同時に絞ヲヰ:高に利益をもた

らす域合に!虫討すべ主であるこ仁るものもみられる，，，¥1っこ1しらの芯::':"1は、

託会得てしと人がL、る反j府ご、リスク i さらされといるよへな人か場行}、，))

何人的な，'1のによ η て;iS~しるこ〉がむきなし i ちの、 '~1 込慣れな、三 (ωu】叩n吋f;乳anげ叩mρ川1

」正e:は立事新了しし、斗!土凶/土うら J川|ヒ4るLもじの〉、 正lJ町、じりl日凶。九り昔、人 i物迫ら'1じるもの、

明)i怒れた、不可人山It;な損害をヲ主起こすもの iJニと X.(よ、 1);スクにさら主れに

から何年か粁返して党吋するものj、 。ノ、ちいてfj士、左「師、あ ?~J '"ミはよ :")-1i[')

Jjに未来の世:1U守特定のむねをもλレ)')ーもの、必特，:jな泌をも丈らずタピ I又!土

病気 泊1~) の形式をしるもの、安定名山被害計よりも特定の被書官に松警を

もた勺すもの、玲利 J了によっ(; 'jt-;こ解明されていと主いもの、 1イ口約ある日JH
U守から，f.h~~ 寸-';)戸 I jI可が発fπ されにいるもの l 止はトl じ情報掠かうヶhうする声明

が発信されているものに'山、てはきょ Jに恐 F勺LVと感い。しこれム())凶チ;土、

守口π京:のそれ c~: ~'t !ik-'} ゐと、+観的ごあり、かつ多投で;主あるが、近コ丁では

そろであるかりこい勺て、素へのリスク日活はど、ずしも不合 l日ではないとされ

'C J-:i i)、泊先0)1川fを与える152にも毛主主となる 4うに守、われる。
ミ 19 泌日許可久=公平￥昨慣の評論はが市ト;J:，().~ ;有支悶岨 19i5i問、q.，もっとも、

'lt~; の矛先(ょ、 12!1AJ発パグìkJ:にと上」と l 被 fi~~.千甘えまの)、きんを過失 n~&チ

レLて考粛すふニ r(，:"":Jいて手はなく、てれらの械を「それじ上}じ;芸誌にさ
れる刊誌 lと街呈することに IT[!jられている二札に出し、近時的フ 7ンスジ〉

ぷ説法ぴにリスクの村会理/0t{W判lているのは eむしよう。 f損害公牛ぴ)歪771性
と I 被浸;毛利 1~ ，i.のよき 2， J のみや圭思決定の際に考!き 1、それ，j，科の[1，)て子を考

噴 Lないことについてである。

じ"τ守'" 泊掲亭;土 (313i :~'K;出解似し揺れ Æ)J ノ JV:有詣巴"ボ頁{ ただし、三三

百主役!;"r1" ~ことす}亡有用な行為で志った〈してち、必すしも当己主被古 tl'jj i'i )スク

や受，~入 j ，にしるこは|現らな"ミニと l も信号 12すべ去じある~ 0Joivilleょ、生計

灼な悦山から~;:t ~:II:I(; ，路端的に矛E ，~れるリスク (/)"2けんれ可能':1]ζ 、炉ノ、i';(J

な朔占から多様な要よい著可 L ご詳怖さ札ふ)スクの受~~. )，れul能主が見な斗

ニ〉を指摘し、立L玉、品のよう止と会「咋右目門を 0")一製造物ごあ 2ても、当恐慌

:!?者に相会を帰 1/0;寸るためには、あくまで~該険会主が"スクを j必十人れてい

る立要が£る一一寸限言 jれif、す:[丹均な副r，¥からの;)7，クJ'dl町二。損害を帰属

するιにめ f:ならなし 3 と .f ごし、/Jれ しh..¥ uiけ lc，ぶγ吋明IllOLC 215， PJ.、 2¥こド)d

N なお、意思決定7ι先におい C、専門家のリスク許耐fのみなムず、ヲ!人の')ス
ク訂也記、反日九されるべきであるという組有からは、本ぇ中の~失の?十三式が、 -L

~fサゴ主務;こは及ばない、こい') =Ji1摘は重要で品るこ 1報ノ1:ノ口久 jす除。 'Jスク

1271 ，it品、 óO\ :J，~(j~;13C'Ci
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木和の続J巳lからは、 !j手ノじの続，(~からなされ〆たリスク pv怖:ιづいて過失

を半Jj防することへの問 ~，Q:誌の表 IJ\ とも受け止法るこシができるのごあ

h、今f吾、;土、その泊lーの射手干や考J車される附子について、さらなる+;i;-討

が必要こさ1:よろ c
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